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  第１部 第５次実施計画について     
 
 
 
 
  

この実施計画は、平成１２年１１月に策定された「茅ヶ崎市新総合計画後期

基本計画」の施策の方向に基づき、茅ヶ崎市新総合計画の目指す将来像である

「自然と人がふれあう心豊かな快適都市 茅ヶ崎」の実現に向けて、事業計画

を体系的、具体的に示し、総合的、計画的なまちづくりを進めるため策定する

ものです。 
 
 
 
 
  

本市の総合計画は、「基本構想（２０年）」、「基本計画（１０年）」、「実施計画

（３年）」（※第５次実施計画は２年）の３層構成であり、「実施計画」は、「基

本計画」で示す「施策の方向」について、３か年（※第５次実施計画は２か年）

の財政推計に基づき、具体的な事業内容を示すものです。 
 
 
 
 
  

この実施計画は、平成２１年度から平成２２年度までの２か年を計画期間と

します。 
 
 
 

１ 実施計画策定の趣旨 

２ 実施計画の位置づけ 

３ 実施計画の期間 
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第５次実施計画の策定にあたっては、厳しい財政状況を踏まえ、社会経済情

勢の変化と複雑・多様化する行政需要に的確に対応するとともに、次の視点に

立ち、事業の選択を行うこととしました。 
 
□ 茅ヶ崎市新総合計画後期基本計画の最終の実施計画であり、予定事業の

完了を基本として、効率的な行政運営の推進を図る。 
 
□ 実施時期や実施体制については、他の個別計画との整合性や庁内関係各

課との連携に十分配慮する。 
 
 □ 業務棚卸による事業の点検・評価により明確になった効果及び成果を考

慮する。 
 

□ 社会情勢の変化、新たな制度の創設や財源見通しに敏感に対応する中で、

必要性・優先度を考慮する。 
 

□ 「民の力」を活かした協働の取組みの積極的な推進を前提として、限ら

れた財源の中で、より効果的な行政サービスを提供する。 
 
 
 
 
 

４ 第５次実施計画策定の基本的姿勢 
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 第５次実施計画では、次の５つを重点施策としました。 

なお、実施計画事業の検討にあたっては、以下の重点施策に直接的に関係す

る事業だけでなく、これら各施策の視点を踏まえ、計画の検討を行いました。 
  

（１）安全・安心なまちづくりの推進 
    台風や地震等に対する防災・減災対策、計画的な道路整備、防犯その

他市民の安全と安心な暮らしの確保を図るための事業の推進 

 

 （２）次世代の育成 

    母に優しく子に安心な生み育てやすい環境を整備するとともに、子育

て家庭と地域との連携のもと、次世代を担う子どもの健全な育成を図る

ための事業の推進 

 

（３）産業の活性化と雇用の創出 

    活力があり安定した地域社会の持続的発展を目指し、産業の振興や経

済の活性化、雇用の促進を図るための事業の推進 

  

（４）健康づくりの推進 

    市民一人ひとりが健康的で心落ち着く生活を送ることができる地域社

会の形成を目指し、医療・スポーツ・食育等健康づくりのための事業の

推進 

 

（５）環境に配慮したまちづくりの推進 

    環境負荷の低減、自然環境の保全・修復等あらゆる領域において環境

に配慮し、快適な住環境づくりのための事業の推進 

 
 また、公共施設整備・再編計画の事業並びに辻堂駅西口周辺地区、香川駅周

辺地区及び浜見平地区における地区拠点整備事業についても、第５次実施計画

における重点事業としました。 
 
 

５ 第５次実施計画における重点施策 
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 公共施設の整備、維持管理や資産運用を計画的かつ効率的に進めるため、平

成２０年３月に、公共施設整備・再編計画を策定しました。 
 本再編計画を推進するための前提として、実施計画に位置づけるとともに、

再編計画事業以外の実施計画事業費を維持しつつ、さらなる財政の健全化や新

たな特定財源の確保を行い、計画を推進することとしています。 
 そのため、本実施計画では、公共施設整備、再編計画にかかる事業と、他の

実施計画事業を判別できるように掲載しています。 
 
 
 
 
 
 実施計画に位置づけられた事業を着実に推進し、実効性を確保していくため

には、計画期間内（平成２１年度～平成２２年度）における財政収支を明らか

にし、財政の健全化を図りつつ計画的な財源の確保を行うことが必要です。 
 そこで、計画期間中の財政収支の見通しを別表１のように推計しました。 
 

（１）歳入 
  ア 自主財源 
     自主財源の根幹をなす市税収入は、過去の実績や計画年度内の経

済予測等を勘案し推計しました。使用料・手数料については、主に

過去の実績を勘案し推計しました。また、一定規模の実施計画事業

費を確保するため、公共施設整備・再編計画に係る特定目的基金及

び財政調整基金（平成２２年度のみ）から繰入金を見込みました。 
  イ 依存財源 
     普通交付税は引き続き不交付を前提に、国・県支出金は扶助費の

伸びを反映させて推計しました。市債については、後年度の財政負

担に考慮しつつ、対象事業ごとに推計しました。 
 

 
 
 
 

７ 財政推計 

６ 実施計画と公共施設整備・再編計画の関係 
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（２）歳出 
  ア 義務的経費 
     人件費は、職員定数の見直しや退職者の動向を勘案し推計しまし

た。扶助費は現在把握している制度変更などを加味し推計しました。 
  イ 任意的経費 
     物件費は、物価の上昇を考慮し過去の推移を基に推計しました。

大規模修繕費、維持補修費及び補助費等は平成２０年度予算をベー

スに推計しました。 
     また、特別会計への操出金は、法令や操出基準に従い事業費を推

計するとともに、下水道事業特別会計は、実施計画事業に伴うハー

ド分の操出金を見込みました。 
  ウ 実施計画事業費 
     実施計画事業費は、充当可能な一般財源を算出し、前述の策定の

基本的姿勢や重点施策、市民要望等を勘案しながら、事業を計画し

ました。また、本事業費に基づき別表２のように施策体系別に事業

をまとめました。 
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（別表１） 
財政収支の見通し（一般会計） 

（単位：百万円） 

区  分 平成２１年度（予算） 平成 2２年度（見込み） ２か年合計 

自主財源 42,356 41,507 83,863

市税 36,163 35,611 71,774

分担金及び負担金 640 646 1,286

使用料及び手数料 809 732 1,541

繰入金 1,240 1,450 2,690

その他 3,504 3,068 6,572

依存財源 15,434 16,126 31,560

交付金等 3,297 3,342 6,639

国・県支出金 8,250 8,695 16,945

 

市債 3,887 4,089 7,976

 

 

 

歳 

 

 

 

入 

 

 合 計 57,790 57,633 115,423

義務的経費 28,367 27,512 55,879

 人件費 13,820 12,917 26,737

扶助費 9,428 9,730 19,158 

公債費 5,119 4,865 9,984

任意的経費 22,714 23,344 46,058

物件費 9,025 8,845 17,870

維持補修費 1,336 1,200 2,536

補助費等 3,376 3,200 6,576

繰出金 7,619 7,924 15,543

 

その他 1,358 2,175 3,533

実施計画事業費 6,709 7,451 14,159

 うち公共施設整備・再編事業費 2,851 3,880 6,731

 

 

 

 

歳 

 

 

 

出 

 

 

 合 計 57,790 58,307 116,096

財源過不足額（歳入―歳出） 0 △674 △674

※平成２１年度（予算）については、２１年度予算編成作業に合わせ変更しています。 
※平成２２年度（見込み）について、歳入の部分は、昨今の急激な経済情勢の変化を考慮し見

直しをしましたが、２２年度予算編成作業の中で、再度財政推計を含め見直しを行い、収支の

均衡を図り事業を実施してまいります。 
※公共施設整備・再編計画事業費については、平成２１年度、２２年度ともに予算編成や事業

費の精査により、公共施設整備・再編計画での事業費と差を生じています。 
※各数値は表示未満で四捨五入しているため、各個数値と合計数値が合わない場合があります。 
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（別表２） 
第５次実施計画事業費推計（平成２１年度～平成２２年度） 

（単位：百万円） 

区 分 会計別 ２１年度 ２２年度 合 計 うち一般財源

一般会計 1,998 1,401 3,399 1,205

特別会計 158 134 292 140

１  い た わ り と

生 き が い の あ る

健 康 で 安 全 な ま

ち 
計 2,156 1,535 3,692 1,345

一般会計 2,396 2,112 4,508 3,195

特別会計 4,567 3,083 7,650 1,324

２  自 然 と 都 市

機 能 が 調 和 し た

う る お い の あ る

まち 
計 6,963 5,196 12,158 4,519

３  豊 か な 文 化

と 明 日 の た く ま

し い 世 代 を 育 む

まち 

一般会計 2,148 3,867 6,015 2,235

第
２
部
施
策
体
系
別
計
画 

４  賑 わ い と 活

力 を 創 出 す る 産

業を育てるまち 

一般会計 35 18 54 43

第３部 計画の推進に向

けて 
一般会計 130 52 182 182

一般会計 6,709 7,451 14,159 6,861

特別会計 4,725 3,218 7,942 1,464合 計 
合 計 11,433 10,668 22,101 8,325

 
※「いたわりと生きがいのある健康で安全なまち」に該当する特別会計は、介護保険事業特別

会計及び病院事業会計です。 
※「自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち」に該当する特別会計は、下水道事業特別

会計です。 
※平成２１年度の事業費については、２１年度予算編成作業に合わせ変更しています。 
※平成２２年度の事業費については、２２年度予算編成作業の中で、収支の均衡を図るよう調

整します。 
※各数値は表示未満で四捨五入しているため、各個数値と合計数値が合わない場合があります。 
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（別表３） 
第５次実施計画事業数（平成２１年度～平成２２年度） 

   内 訳      体系区分 事業数

新規 継続 拡充

１ いたわりと生きがいのある健康で安全な

まちを目指して 90

 

36 

 

43 11

２ 自然と都市機能が調和したうるおいのあ

るまちを目指して 101

 

34 

 

57 10

３ 豊かな文化と明日のたくましい世 
代を育むまちを目指して 39

 

18 

 

16 5

４ にぎわいと活力を創出する産業を育てる

まちを目指して 18

 

6 

 

9 3

５ 計画の推進に向けて 18 6 7 5

合  計 266 100 132 34

 
※事業数は、パブリックコメントのご意見、市民提案型協働推進事業の確定及び庁内調整の結

果等により増えています。（１１事業） 
 
（別表４） 

第５次実施計画重点施策別事業費（平成２１年度～平成２２年度） 
   事業数      施策区分 事業費 

（単位：百万円） 新規 継続 拡充

１ 安全・安心なまちづくりの推進 5,731 15 60 6

２ 次世代の育成 925 15 12 5

３ 産業の活性化と雇用の創出 94 8 11 8

４ 健康づくりの推進 576 6 8 0

５ 環境に配慮したまちづくりの推進 6,617 19 21 6

重点事業：地区拠点の整備 996 0 0 3

重点事業：公共施設整備・再編計画事業 6,731 12 5 0

その他事業 432 25 15 6

合  計 22,101 100 132 34

 
※事業費については、２１年度予算編成作業に合わせて変更しています。また、２２年度予算

編成作業の中で、収支の均衡を図るよう調整します。 
※事業数は、パブリックコメントのご意見、市民提案型協働推進事業の確定及び庁内調整の結

果等により増えています。（１１事業） 
※各数値は表示未満で四捨五入しているため、各個数値と合計数値が合わない場合があります。 
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１ 目標 

目標は、後期基本計画の第２部「施策体系別計画」、第３部「計画の推進に向

けて」に掲げられたものです。 
 
２ 施策の方向 

施策の方向は、後期基本計画の第２部「施策体系別計画」、第３部「計画の推

進に向けて」に掲げられたものです。 
 
３ 計画事業 

（１）事業名欄 
①事業名は、各施策に関わる事務事業です。 
②「ハード」と記載してあるのは、建設事業等の投資的事業です。 

「ソフト」と記載してあるのは、ハード以外の事業です。 
③次の基準に基づき、「新規」「継続」「継続拡充」に分類しています。 
 新 規  

・第５次実施計画期間に新たに事業着手するもの 
 ・実施計画的な事業のうち第４次実施計画策定後に事業化が決定し、

既に事業に着手しているもの 
 ・定例的・定型的なものとして実施していた事業（実施計画事業以外

の事業）のうち、第５次実施計画期間で拡充して実施するもの 
継 続  

 ・第４次実施計画までに実施計画に位置づけられている事業で、第５

次実施計画でも引き続き実施するもの 
継続拡充  

 ・第４次実施計画に位置づけられている事業で、第５次実施計画で事

業内容を拡充するもの 
   ④協働事業の記載については、市がテーマを設定し企画案を募集する「行

政提案型協働推進事業」、市民が事業を企画し提案する「市民提案型

協働推進事業」の２種類です。 
    
 
 
 

８ 実施計画書の見方 
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⑤事業名コードは、財務会計オンラインに関わる進行管理システム上の

コードです。 
●第１章 いたわりと生きがいのある健康で安全なまち 
●第１節 健康な人づくり・体力づくり 
●第１小節 健康 
●施策の方向（１）健康づくりの推進に係る事業 

１－０１－０１－１０４ 
●施策の方向（１）健康づくりの推進に係る事業のＮＯ．４ 

   ⑥「○○○○課」と記載してあるのは事業に関わる主たる担当課です。 
     
 （２）事業主体欄 
   ①事業主体「国」、「県」、「民間」と記載してあるのは、国、神奈川県ま

たは民間が事業主体となって事業を実施することを示したものです。 
 
 （３）重点施策等欄 

    第５次実施計画における５つの重点施策及び重点事業（地区拠点の整備、

公共施設整備・再編計画事業）の該当する施策について記載しています。 
  
 （４）事業概要欄 
   事業の概要説明です。 
    
 （５）事業実施年度欄 
   第５次実施計画期間中（平成２１年度～平成２２年度）においての実施

年度を示すものです。 
 
 （６）指標・目標欄 
   ①指標（①）は、事務事業の結果を表現するための指標（名称）が設定

してあります。 
    ※指標は、事業の状況を評価する際に最も適すると思われるものを設

定しています。 
     ②目標（②）は、指標に関わる具体的な目標値・内容です。 

    ※各年度の目標値については、指標（①）の設定の仕方により、１年

間における数値となる場合と、通算（累計）した数値となる場合が

あります。 
   ③実績（③）は、指標に関わる平成１９年度の目標値・内容です。 
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第２部　施策体系別計画

健康で安全なまち

いたわりと生きがいのある

第 1 章

11



第１節　健康な人づくり・体力づくり

１－１　健　康

１　目　標

自分の健康は、自分で守り、管理するという市民の健康意識の高揚を図り、
市民一人ひとりが健康で明るく一生を暮らせる健康づくり事業を充実しま
す。
ゆとりのある健康的な市民生活を送るため、医療機関などと連携し、健診・
相談・指導体制を確立し、一貫した保健サービス提供体制を確立します。

●

●

（１）健康づくりの推進
（２）保健サービスの充実

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

地域医療センター整
備の検討

健康づくり課

　地域医療センターは、昭和５６年１１月に開設さ

れ２７年を経過しており、建物については耐震診断

の結果は良好ではあるものの、その後の法令及び環

境の変化に伴いその事業の在り方を含め協議会等の

中で今後の方向性について検討を行います。

　健康づくり推進のため地域医療センター（休日急

患センター、保健センター）の行政拠点地区内への

再整備を検討します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-01-01-104

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

協議会の開催

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

地域医療センター整
備の検討

４回

４回

実績１９年度

２回健康づくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市立病院による市民
公開講座（出張講
座）の開催

医事課

　市立病院の医師等が地域の自治会館・公民館・集

会所等へ出向き、市民向けの健康講座を実施しま

す。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-01-01-108

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

健康に関する講座

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市立病院による市民
公開講座（出張講
座）の開催

年12回100人／回

年12回100人／回

実績１９年度

 年１４回合計５９８人健康づくりの推進
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　１－１－１　健　康　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

食事バランスガイド
の活用

健康づくり課

　食に関する適切な判断力を養い、健全な食生活の

実現を目指して、食事の望ましい組み合わせやおお

よその量を身につけるために、「食事バランスガイ

ド」を全世帯に配付します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-01-01-109

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

食事バランスガイ
 ドの配付

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

食事バランスガイド
の活用

全世帯

転入者への配布

実績１９年度

－健康づくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

食のボランティアの
育成

健康づくり課

　地域で食育を推進するため、地域で活動している

食のボランティアに対し、食に関する知識の向上を

図るため、講演会等の研修を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-01-01-110

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

研修の開催

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

食のボランティアの
育成

2回

2回

実績１９年度

－健康づくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

食育の推進

健康づくり課

　茅ヶ崎市食育推進計画の推進について、茅ヶ崎市

食育推進委員会により、事業の運営状況を把握し、

進捗状況の評価、課題抽出、検討を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-01-01-111

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

委員会の開催回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

食育の推進

2回

2回

実績１９年度

－健康づくりの推進
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　１－１－１　健　康　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

がん検診の充実

健康づくり課

　胃・大腸・肺・乳房・子宮のがん検診を市内在住

の希望者を対象に実施します。

施設検診－市内指定医療機関で実施。

集団検診－検診車で実施。　

第５次実施期間中マンモグラフィ検診車を増車。

　　　　　　　　　　　　　　

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-01-01-208

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

乳がん集団検診
（視触診＋マンモ
グラフィ）受診者
数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

がん検診の充実

1,080人

1,100人

実績１９年度

679人健康づくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

特定不妊治療費助成
事業

健康づくり課

　不妊治療のうち、医療保険が適用されず高額な医

療費がかかる体外受精、顕微授精（特定不妊治療）

に要した治療費のうち、神奈川県の特定不妊治療費

助成の助成額を控除した額について、年度あたり１

回限り１０万円を限度に通算２年度助成します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-01-01-210

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

助成件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

特定不妊治療費助成
事業

50件

50件

実績１９年度

－次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

妊婦健康診査事業

健康づくり課

　母子健康手帳交付時に、５回の妊婦健康診査受診

票と３回分の定額助成券を交付します。

　本事業は、県域統一の内容で、神奈川県産科婦人

科医会に支払い事務を委託しています。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-01-01-211

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

妊婦健康診査受診
者数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

妊婦健康診査事業

2,100人

2,100人

実績１９年度

2,049人次世代の育成

14



第１節　健康な人づくり・体力づくり

１－2　医　療

１　目　標

市民にとってより適切な医療サービスが受けられるよう、保健・医療・福祉
の連携体制を確立します。
すべての市民に対して、いつでもそれぞれの状況に応じた対応が可能な医療
体制の整備を進めます。

●

●

（１）地域医療体制の充実
（２）救急医療体制の充実
（３）災害時医療体制の充実
（４）市立病院の充実

２　施策の方向

●

３　計画事業
●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市立病院の医療機器
の充実

経営推進課

　市民の医療ニーズや医療・医術の進歩に対応する

ため、高度医療を支える医療機器の買い換え等を含

め、計画的な医療機器の整備を進めます。

　放射線機器、検査機器等の買い換えを行います。

※１９年度実績：オーダリングシステム一式他

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-01-02-402

ハード

継　続

事業主体 市

指標

医療機器購入

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市立病院の医療機器
の充実

放射線機器他

放射線機器他

実績１９年度

※健康づくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市立病院経営健全化
の推進

経営推進課

　総務省から示された「公立病院改革ガイドライ

ン」に沿って平成２０年度末に策定する（仮称）

茅ヶ崎市立病院改革プランに基づき、病院機能の充

実と経営改善に努めます。経営指標として設定した

数値目標の達成に向け、進行管理を行っていきま

す。

　平成２３年度に経常収支比率１００％以上を目指

します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-01-02-403

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

改革プランに定め
る数値目標の代表
である経常収支比
率の各年度の達成
率

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市立病院経営健全化
の推進

96％

99％

実績１９年度

－
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　１－１－２　医　療　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

災害医療拠点病院と
しての機能充実

経営推進課

　災害時の医療活動を迅速かつ効率的に行うための

機材、備品等を整備します。

　平成２１年度：災害用倉庫の設置、機材・備品等

の購入

　平成２２年度：機材・備品等の購入

※災害医療拠点病院

　災害時の医療救護活動において、中心的な役割を

担う病院で、被災地からの重症傷病者受け入れ、傷

病者の広域後方搬送への対応、医療救護班の派遣等

の機能を有する病院。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-01-02-405

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

災害医療体制整備
機材等購入

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

災害医療拠点病院と
しての機能充実

災害用倉庫

機材・備品等

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進
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第１節　健康な人づくり・体力づくり

１－３　生涯スポーツ

１　目　標

だれもが、いつでもスポーツに親しみ、健康づくりができる生涯スポーツ活
動を推進します。
多様なスポーツ・レクリエーション活動が活発にできるよう指導者の育成と
スポーツ・レクリエーション活動を整備・充実します。

●

●

（１）スポーツ・レクリエーション活動の充実
（２）スポーツ・レクリエーション活動の進行
（３）スポーツ・レクリエーション施設の整備

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

総合型地域スポーツ
クラブの育成

スポーツ課

　地域住民が、学校や地域のスポーツ施設などを拠

点にして、複数の種目のスポーツなどを主体的・継

続的に参加できる住民参加型の総合型地域スポーツ

クラブを育成する。行政として、地域住民への普及

啓発や設立準備委員会への指導助言、設立後の運営

支援を行うとともに、活動拠点（施設）確保のため

の支援を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-01-03-201

ソフト

継　続

事業主体 市・民間

指標

創設クラブ数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

総合型地域スポーツ
クラブの育成

1団体

－

実績１９年度

1団体健康づくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

スポーツ振興基本計
画の策定

スポーツ課

　平成８年３月に策定した「ちがさき生涯スポーツ

マスタープラン」を見直し、今後策定する予定の

「茅ヶ崎市次期総合計画」や「茅ヶ崎市教育基本計

画」をふまえながら、これからの高齢化社会を見据

えた新たなスポーツ振興基本計画を平成２２年度に

策定します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-01-03-202

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

スポーツ振興基本
計画の策定

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

スポーツ振興基本計
画の策定

計画の検討

計画策定

実績１９年度

－健康づくりの推進
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　１－１－３　生涯スポーツ　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

（仮称）柳島スポー
ツ公園整備事業

スポーツ課

　相模川河畔スポーツ公園の移転に伴い、（仮称）

柳島スポーツ公園を柳島向河原地区内に整備しま

す。

　施設は、第３種公認陸上競技場（４００ｍトラッ

ク、８レーン）、観覧スタンド、芝生広場、ジョギ

ングコース、駐車場等を備えたものを計画していま

す。施設の詳細は、地元、関係団体等からなる検討

会議を設置し協議を進めます。

　平成２６年度供用開始を目指します。

※平成２２年度目標：実施設計・都市計画決定

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-01-03-305

ハード

継　続

事業主体 市

指標

整備事業の進捗状
況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

（仮称）柳島スポー
ツ公園整備事業

基本計画・基本設計

※

実績１９年度

事業対象区域決定健康づくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

茅ヶ崎市屋内温水
プール整備事業

スポーツ課

　耐震上問題のある既存施設を改築し、耐震性に優

れ、バリアフリーに対応した利用者に優しい施設と

します。

　施設は、スロープを備えた６コース２５ｍプー

ル、子ども用プール、ジャグジー、採暖室、会議

室、トレーニング室、エレベーター等を備えたもの

とします。

　平成２２年度に供用開始します。

事業実施年度 ２１年度 なし

1-01-03-307

ハード

新　規

事業主体 市

指標

プール建設

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

茅ヶ崎市屋内温水
プール整備事業

工事完了

－

実績１９年度

改修方針の決定公共施設整備・再編計画
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第２節　心がふれあう福祉社会づくり

２－１　地域福祉

１　目　標

だれもが地域や家庭で、その人らしい自立した生活が送れるよう、地域と行
政、保健・医療・福祉の連携による多様な総合的福祉サービスの提供と体制
づくりを進めます。

●

（１）総合拠点の整備
（２）地域福祉推進体制の確立
（３）地域福祉意識の高揚
（４）自立の支援
（５）権利擁護の充実

２　施策の方向
●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

保健福祉センターの
整備

福祉総務課

　保健活動・福祉活動の拠点及び市民参加の利便性

を図るため、公共施設整備・再編計画に基づき本庁

舎の建て替えと併せ複合施設として整備します。

　第５次実施計画期間では、複合施設としての建設

に向け、規模・内容等について、詳細な検討等を行

い、基本設計・実施設計を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-01-101

ハード

継　続

事業主体 市

指標

整備事業の進捗状
況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

保健福祉センターの
整備

庁内検討

基本設計・実施設計

実績１９年度

部内検討公共施設整備・再編計画

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

福祉会館再整備事業

福祉総務課

　耐震性に問題のある既存施設を改築し、バリアフ

リーに対応した利用者に優しい施設とします。現

在、海岸青少年会館と福祉会館が個別館として利用

されていますが、公共施設整備・再編計画に位置づ

けられており、両館の機能を備えた、複合施設とし

て再整備を行う方向で検討します。

　具体的な建て替え場所については、今後、地域住

民や利用者等との協議を進める中で決定します。

　平成２４年度供用開始を目指します。

（関連事業：海岸青少年会館再整備事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-01-102

ハード

新　規

事業主体 市

指標

地域住民、利用者
等からなる検討会
議等の開催回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

福祉会館再整備事業

2回

2回

実績１９年度

－公共施設整備・再編計画
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　１－２－１　地域福祉　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

地域福祉活動支援事
業

福祉総務課

　地域福祉を推進するため、地域福祉活動拠点とし

ての地区ボランティアセンターについて、既設４地

区の充実に加え、各地区の実情に合わせて段階的に

整備します。

　また、地域福祉活動を担っていただく、ボラン

ティア及び地域のコーディネーターの育成を支援し

ます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-01-203

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

地区ボランティア
センターの整備箇
所数
地域福祉の担い手
の育成人数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

地域福祉活動支援事
業

9ヶ所・24人

12ヶ所・24人

実績１９年度

4ヶ所・22人安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

地域福祉計画の見直
し

福祉総務課

　住み慣れた家や地域で自分らしく幸せに暮らした

いという願いをかなえるために、市民一人ひとりが

主体的な力を発揮し、関係機関等がネットワークで

つながり、市民と行政との協働により、地域の課題

解決に向けた各種施策を示した計画（平成２２～

２６年度）の見直しをします。

事業実施年度 ２１年度 なし

1-02-01-204

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

次期地域福祉計画
の策定

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

地域福祉計画の見直
し

策定

－

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

成年後見支援セン
ターの運営

高齢福祉介護課

　相談・支援事業、啓発・研修事業、支援ネット

ワーク構築と情報交換事業、広報事業を実施しま

す。

　窓口の開設は月曜日・水曜日・金曜日の１０時か

ら１７時までとし、運営を充実します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-01-502

ソフト

新　規

事業主体 民間

指標

相談窓口の開設日
数

①

②

③

市民提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

成年後見支援セン
ターの運営

144日

144日

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進
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第２節　心がふれあう福祉社会づくり

２－２　児童福祉

１　目　標

安心して子どもを生み育てるための多様な保育ニーズに対応し、子どもたち
が健やかに成長できるよう家庭や地域での子育て環境を整備します。

●

（１）子育て環境の整備・充実
（２）子育て支援の充実
（３）児童育成の支援
（４）母子・父子福祉の充実

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

待機児童解消等のた
めの民間保育園の整
備拡充

子育て支援課

　待機児童解消や保護者の多様なニーズに対応する

ため、民間保育園の整備助成を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-02-101

ハード

継　続

事業主体 市・民間

指標

整備助成施設数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

待機児童解消等のた
めの民間保育園の整
備拡充

1施設

－

実績１９年度

－次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

待機児童解消等のた
めの公立保育園の整
備拡充

子育て支援課

　待機児童解消や保護者の多様なニーズに対応する

ため、公設民営の保育園を新たに整備します。

　平成２１～２２年度　設計

　平成２２～２３年度　建設

（関連事業：コミュニティ施設の整備）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-02-102

ハード

新　規

事業主体 市

指標

施設整備状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

待機児童解消等のた
めの公立保育園の整
備拡充

基本設計

実施設計等

実績１９年度

－公共施設整備・再編計画
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　１－２－２　児童福祉　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

次世代育成支援対策
行動計画後期計画の
策定

子育て支援課

　次代の社会を担う子どもたちが、健やかに生まれ

育つ環境の整備のために、地域における子育て支

援、親子の健康の確保、教育環境の整備、子育て家

庭に適した住環境の確保、仕事と家庭の両立等につ

いて、目標や目標達成のために講ずる措置の内容等

の行動計画を策定します。

　平成２１年度に次世代育成支援対策行動計画後期

計画を策定します。

事業実施年度 ２１年度 なし

1-02-02-103

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

次世代育成支援対
策協議会開催回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

次世代育成支援対策
行動計画後期計画の
策定

8回

－

実績１９年度

－次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

子育て支援総合的・
中核的拠点施設整備
の検討

子育て支援課

　公共施設整備・再編計画に基づく、庁舎建て替え

に併せて、子育てに関する情報の収集・発信、総合

相談窓口（子育て相談、児童虐待防止、子ども自身

の相談、療育相談、母子健康相談）、交流の場（保

護者、異年齢児、世代間）、居場所（親子、子ど

も、中・高校生）などの用途・機能を有した施設を

市庁舎との複合施設として整備します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-02-104

ハード

継　続

事業主体 市

指標

施設の用途・機能
の検討回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

子育て支援総合的・
中核的拠点施設整備
の検討

3回

3回

実績１９年度

－公共施設整備・再編計画

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

小児医療費助成事業
の充実

保険年金課

　所得制限を設け、０歳児から小学校就学前までの

小児に対して、入・通院の医療費助成を行っていま

す。

　また、小学校入学から中学校卒業までの児童に対

しては所得制限を設け、入院のみの医療費を助成し

ています。

　平成２０年１０月１日よりこれまで０歳児のみに

適用していた「所得制限なし」を４歳未満児まで引

き上げており継続して実施します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-02-209

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

医療費助成対象者
数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

小児医療費助成事業
の充実

1,237人

1,249人

実績１９年度

－次世代の育成
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　１－２－２　児童福祉　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

子育て教室

健康づくり課

　毎月平日及び土曜日の各１回ずつ保健センターや

地域の公共施設で開催します。

　発達相談員によるしつけを含む悩みに対する講話

と保育士による具体的な遊びや媒体の提供を受け実

際に親子で遊ぶ事をとおし、しつけの仕方や親子で

楽しく遊ぶことを学んでいただき、楽しい子育てを

目指します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-02-210

ソフト

新　規

事業主体 民間

指標

子育て教室の実施
回数

①

②

③

行政提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

子育て教室

24回

24回

実績１９年度

8回次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

療育相談事業の充実

子育て支援課

　発達相談員（臨床心理士）が、相談員と一緒に各

保育園・幼稚園・学校等を巡回し、保護者・職員か

らの相談を受け、必要に応じてケース会議を行いま

す。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-02-211

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

月あたりの巡回相
談日数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

療育相談事業の充実

8日／月

10日／月

実績１９年度

－次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

家庭児童相談室の充
実

子育て支援課

　家庭相談員が児童の養育に関する相談を行いま

す。また、平成１６年１１月の児童福祉法の改正に

より、児童相談所で取り扱っていた児童虐待の相談

や対応を行います。虐待の対応としては、虐待の相

談や通告を受けた場合には、状況把握のための情報

収集や必要に応じて家庭訪問を行い、児童虐待当事

者や児童に対して支援を行います。

　第５次実施計画期間では相談員の体制を１人増員

します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-02-212

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

１週間あたりの相
談日数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

家庭児童相談室の充
実

5日

5日

実績１９年度

5日次世代の育成
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　１－２－２　児童福祉　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

育児支援家庭訪問事
業

子育て支援課

　育児ストレス・ノイローゼ等によって子育てに対

する不安や孤立感などを抱える家庭、引きこもり等

家庭養育上の問題を抱える家庭、児童養護施設等の

退所後に家庭復帰のための自立に向けたアフターケ

アが必要な家庭、心身の発達が正常でなく将来精

神・運動・発達面において障害を招来するおそれの

ある児童を抱える家庭等に対して、育児に関する具

体的援助や発達指導を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-02-213

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

保健師等による年
間家庭訪問件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

育児支援家庭訪問事
業

269件

269件

実績１９年度

－次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

こんにちは赤ちゃん
訪問事業

健康づくり課

　新生児から生後４か月までのお子さまがいるすべ

ての家庭を訪問し、様々な不安や悩みを聞き、子育

て支援に関する情報提供を行うとともに、親子の心

身の状況や養育環境等の把握や助言を行い、支援の

必要な家庭に対しては適切なサービス提供につなげ

る事を目標にします。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-02-214

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

年度内の出生児数
に対する訪問率

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

こんにちは赤ちゃん
訪問事業

100％

100％

実績１９年度

－次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

放課後児童健全育成
事業

保育課

　保護者が労働等により昼間家庭にいない、小学校

低学年児童等を対象とし、地域の積極的な協力を得

ながら、適切な遊び及び生活の場を確保し、その健

全な育成を図るため施設を整備し、公設児童クラブ

として位置づけるものです。

　第５次実施計画期間では、児童クラブ全１８ヶ所

の内３ヶ所の公設化を目指します。

　平成２１年３月現在

　児童クラブ数　全１８ヶ所

　　　　　　　　公設　１５ヶ所

　　　　　　　　私設　　３ヶ所

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-02-302

ハード

継　続

事業主体 市

指標

公設児童クラブ設
置数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

放課後児童健全育成
事業

3ヶ所

－

実績１９年度

2ヶ所次世代の育成
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第２節　心がふれあう福祉社会づくり

２－３　高齢者福祉

１　目　標

高齢者の社会参加の機会を確保し、健康で生きがいのある自立した生活が送
れる環境をつくります。
介護保険は、サービス提供事業者との連携を図り、地域介護システムを構築
し、地域に即した安定的かつ効率的な事業運営を行います。
公・私の協働による福祉サービスの質の確保と向上を図り、適切なサービス
提供体制を確立します。

●

（１）長寿を喜び合える社会づくり
（２）介護保険の充実
（３）すべての世代が共に支え合う社会
（４）施設整備とサービス提供体制の確立

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

●

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

(仮称）南湖地区老
人憩の家建設事業

高齢福祉介護課

　西浜中学校の敷地の一部に（仮称）南湖老人憩の

家（児童クラブを併設）を建設します。

　平成１９年度に基本設計、平成２０年度に実施設

計を行い、平成２１年度に建設工事を実施します。

　平成２２年度に供用開始します。

（関連事業：放課後児童健全育成事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-03-107

ハード

継　続

事業主体 市

指標

事業の進捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

(仮称）南湖地区老
人憩の家建設事業

建設工事完了

供用開始

実績１９年度

－健康づくりの推進
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　１－２－３　高齢者福祉　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

高齢者の生きがいづ
くり事業（行政提案
型協働）

高齢福祉介護課

　童謡・唱歌教室を開催し、高齢者の新たな交流の

場を提供し、介護予防、認知症予防及び多様な生き

がいづくりに資する事業を実施します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-03-109

ソフト

継　続

事業主体 市・民間

指標

講座の開催回数

①

②

③

行政提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

高齢者の生きがいづ
くり事業（行政提案
型協働）

8回

8回

実績１９年度

8回健康づくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

高齢者の生きがいづ
くり事業（市民提案
型協働）

高齢福祉介護課

　健康マージャン初心者教室、健康マージャン出前

サロンを開催し、高齢者の新たな交流の場を提供

し、介護予防、認知症予防及び多様な生きがいづく

りに資する事業を実施します。

事業実施年度 ２１年度 なし

1-02-03-110

ソフト

新　規

事業主体 民間

指標

教室開催回数

①

②

③

市民提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

高齢者の生きがいづ
くり事業（市民提案
型協働）

24回

－

実績１９年度

20回健康づくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

介護保険事業計画の
策定

高齢福祉介護課

　日常生活圏域ごとの認知症対応型共同生活介護等

に係る必要利用定員総数、その他の介護（介護予

防）サービスの種類ごとの量を見込むこと、その量

を確保するための方策、介護（介護予防）サービス

の円滑な提供を図るための事業等を定めること並び

に地域支援事業に要する費用の額、量の見込み等を

定めます。

　平成２２年度は介護（介護予防）サービス等の利

用等に係る意向調査を実施します。

　平成２３年度に第５期高齢者福祉計画・介護保険

事業計画を策定します。

事業実施年度 なし ２２年度

1-02-03-201

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

アンケート調査の
実施

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

介護保険事業計画の
策定

－

1回

実績１９年度

1回
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　１－２－３　高齢者福祉　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

地域支援事業

高齢福祉介護課

　介護予防に関する知識の普及・啓発や地域におけ

る自主的な介護予防活動の育成及び支援を目的とす

る介護予防一般高齢者施策事業を実施します。

　要支援・要介護状態になるおそれのある人を通所

により短期集中的に予防事業を行う介護予防特定高

齢者施策事業を実施します。

　地域における総合相談支援、包括的・継続的ケア

マネジメント、介護予防ケアマネジメント及び権利

擁護の事業を地域包括支援センターで実施します。

　高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を継続す

るため地域の実情に応じた必要な支援を行う任意事

業を実施します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-03-206

ソフト

継　続

事業主体 市・民間

指標

介護予防一般高齢
者施策、介護予防
特定高齢施策、任
意事業参加者数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

地域支援事業

8,451人

8,872人

実績１９年度

7,260人健康づくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

特別養護老人ホーム
等建設助成

高齢福祉介護課

　茅ヶ崎市高齢者福祉計画・介護保険事業計画に基

づき、介護保険の要介護度１以上の人に対し、入

浴・排泄・食事などの介護、その他日常生活上の世

話、機能訓練、健康管理、療養上の世話を行う入所

施設である特別養護老人ホームなどの建設に対し助

成します。

事業実施年度 なし ２２年度

1-02-03-401

ハード

継　続

事業主体 市・民間

指標

累計ベッド整備数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

特別養護老人ホーム
等建設助成

590床

690床

実績１９年度

590床

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

高齢者福祉計画の策
定

高齢福祉介護課

　高齢者の健康づくりや多様な生きがいづくりの支

援と安心して暮らせるまちづくりを柱とした高齢者

福祉計画を策定するため、高齢者の日常生活の実態

に係る調査を平成２２年度に実施します。

　平成２３年度に第５期高齢者福祉計画・介護保険

事業計画を策定します。

（関連事業：介護保険事業計画の策定）

事業実施年度 なし ２２年度

1-02-03-420

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

アンケート調査の
実施

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

高齢者福祉計画の策
定

－

1回

実績１９年度

1回

27



第２節　心がふれあう福祉社会づくり

２－４　障害児（者）福祉

１　目　標

障害軽減のための早期発見・早期治療を促す一環した療育システムを確立し
ます。
在宅福祉サービスや福祉施設サービスの充実を図り、自立と社会参加を促進
します。

●

（１）在宅福祉サービスの充実
（２）福祉施設サービスの充実
（３）療育システムの確立
（４）自立と社会参加の支援

２　施策の方向
●

３　計画事業

●

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

障害児支援の充実

障害福祉課

　現在、つつじ学園では、知的障害児通園事業、児

童デイサービス事業、障害児日中一時支援事業など

を行っていますが、障害児が増えていることもあ

り、児童デイサービス事業や障害児日中一時支援事

業の利用希望者がいます。しかしながら、つつじ学

園の施設に余裕がないため、つつじ学園分室を設置

し、障害児の支援を行います。

　平成２１年度に供用開始します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-04-303

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

障害児の受け入れ
人数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

障害児支援の充実

10人

10人

実績１９年度

－

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

障害者地域生活推進
事業

障害福祉課

　グループホームなどを設置しようとする事業者に

対し施設整備や備品の補助事業をするとともに、入

居者に対しては、家賃補助を実施します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-04-407

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

グループホームの
設置箇所数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

障害者地域生活推進
事業

２ヶ所

２ヶ所

実績１９年度

１ヶ所

28



　１－２－４　障害児（者）福祉　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

就労支援の充実

障害福祉課

　障害者の雇用開発、促進、啓発、相談等を実施し

ている関係機関に協力、補助するとともに、就労支

援に関するネットワークの構築を図り障害者が働く

場を確保できるよう支援します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-04-408

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

訓練等給付の件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

就労支援の充実

450件

475件

実績１９年度

424件産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

店舗活用型就労支援
事業

障害福祉課

　地域の住民が気軽に利用できる店舗（スペース）

を活用し、障害者の地域社会での自立と社会参加の

ため障害者の雇用の創出を目指し、地域の商店等に

協力を求めるとともに、就労支援、受注作業の支

援、障害者地域作業所の自主製品の展示販売、障害

者と市民の交流の場を設けます。

　障害者が店舗での一定期間の就労訓練（事務、販

売等）とさまざまな交流をとおし経験や技術を身に

つけ就労へ結びつくように努めます。また、店内の

清掃を地域作業所に委託することで、新たに作業工

賃を生み出すようにします。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-04-409

ソフト

新　規

事業主体 市・民間

指標

事業の進捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

店舗活用型就労支援
事業

空き店舗の確保

開店

実績１９年度

－産業の活性化と雇用の創出
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第２節　心がふれあう福祉社会づくり

２－５　勤労者福祉

１　目　標

勤労者の生活の安定と向上、福祉の充実を図り、豊かな勤労者生活を実現し
ます。
勤労者の雇用の促進と安定を図るとともに、職場環境の改善を支援します。

●

（１）勤労者福祉の充実
（２）勤労者福祉施設の充実
（３）職場環境の改善
（４）就業機会の創出

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

中高年齢者就業支援
事業

産業振興課

　団塊の世代の大量退職期をむかえ、中高年齢者の

就業を支援するため、中高年実践就労講座、再就職

支援セミナー、キャリアカウンセリング（就職支援

相談）を実施します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-05-402

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

年間再就職支援セ
 ミナー中高年実践

就労講座受講者数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

中高年齢者就業支援
事業

180人

180人

実績１９年度

79人産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

若年者就業支援事業

産業振興課

　若年者への就業支援を図るため、就職支援セミ

ナー、キャリアカウンセリング（就職支援相談）を

実施します。さらに、企業との出会いの場を提供

し、就業を促進するために、求人企業合同説明会を

開催します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-05-407

ソフト

継続拡充

事業主体 市・国

指標

年間就職支援セミ
ナー
求人企業合同説明
会受講者数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

若年者就業支援事業

250人

250人

実績１９年度

118人産業の活性化と雇用の創出
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　１－２－５　勤労者福祉　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

能力開発促進事業

産業振興課

　産業構造や雇用を巡る環境が急速に変化する中、

求職者のニーズを的確にとらえ、多様な能力開発機

会を提供していくため、藤沢公共職業安定所、県か

ながわ人材育成支援センターと連携を強化し、「ち

がさき就職サポートコーナー」（勤労市民会館２

階）において就職支援アドバイザーによる職業訓練

実施施設の情報提供、適職診断及び個別就職支援コ

ンサルティングを行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-05-408

ソフト

継続拡充

事業主体 市・県

指標

年間個別就職支援
コンサルティング
相談者数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

能力開発促進事業

480人

480人

実績１９年度

－産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

地域職業相談事業

産業振興課

　効果的な求職者の就職の促進及び利便性の向上を

図ります。

①職業相談・職業紹介

②求人自己検索機を活用した求人情報の提供

③求人者に対する雇用相談、情報提供

④関連諸制度の啓発周知、関係機関との連携その他

必要な業務

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-05-409

ソフト

継　続

事業主体 市・国

指標

相談業務の年間開
設日数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

地域職業相談事業

231日

231日

実績１９年度

233日産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

障害者雇用啓発事業

産業振興課

　障害者の雇用を促進するため、事業所訪問による

雇用の啓発、特例子会社の視察、障害者就職面接

会、優良事業所の公表を実施します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-02-05-410

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

年間事業所訪問件
数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

障害者雇用啓発事業

20件

30件

実績１９年度

－産業の活性化と雇用の創出
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第３節　清潔で安全を守るまちづくり

３－１　快適環境

１　目　標

日常生活で発生する都市型公害の防止を図り、エネルギーや水・資源の効率
的利用を促進し、環境負荷の少ない持続的発展が可能な社会を構築します。
美化意識の向上と環境美化活動の推進を図り、清潔で美しい生活環境を確保
します。
廃棄物の不法投棄や公害、化学物質などの監視体制と指導体制の強化につと
め、市民の安全と快適な市民生活を守ります。

●

（１）地球環境への配慮
（２）環境意識の高揚
（３）環境美化の推進
（４）公害防止対策の充実
（５）不法投棄の防止
（６）監視・指導体制の強化

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

●

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

太陽光発電等設置補
助事業

環境政策課

　市域の温暖化対策の一環として、自然エネルギー

を有効に利用できる住宅用太陽光発電システムの普

及促進を図るため、太陽光発電システムの設置を希

望する市民に設置費の一部を補助します。

　また、既に太陽光発電システムを設置している市

民には、発電能力の向上と良好な状態で継続的なシ

ステムの維持管理を促進するために要する費用の一

部を補助します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-01-109

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

年間太陽光発電設
置補助助成台数、
世帯数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

太陽光発電等設置補
助事業

30台（世帯）

50台（世帯）

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進
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　１－３－１　快適環境　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

地球温暖化対策事業
（地球温暖化対策地
域推進計画の推進）

環境政策課

　市域の温暖化対策の一環として壁面緑化の推進や

省エネナビ・エコワットの貸し出し、環境家計簿、

紙資源回収ボックス等を活用することにより、省エ

ネ意識の向上や環境配慮への取り組みを実践・実感

し、温室効果ガス削減に寄与することを目的として

事業を進めます。

主な活動（各年度）

　壁面緑化セットの配布　１００世帯

　省エネナビ、エコワットの貸し出し　３０世帯

　紙資源回収ボックスの提供　１０，０００世帯

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-01-110

ハード

新　規

事業主体 市

指標

主な活動の各目標
数に対する達成率

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

地球温暖化対策事業
（地球温暖化対策地
域推進計画の推進）

100％

100％

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

電気自動車の導入

環境政策課

　市が地球温暖化の防止に積極的に貢献するため、

公用車として電気自動車（ＥＶ）を導入します。

　導入した電気自動車を、他の公用車と同様に活用

し、市民・事業者への普及啓発を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-01-111

ハード

新　規

事業主体 市

指標

電気自動車の購入
台数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

電気自動車の導入

2台

3台

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

環境基本計画の見直
し

環境政策課

　市の環境の保全・創造のための施策を総合的かつ

計画的に推進するための基本方針となる環境基本計

画を改定します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-01-112

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

環境基本計画の改
定

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

環境基本計画の見直
し

改定作業着手

改定

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進
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　１－３－１　快適環境　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

自然エネルギー等普
及啓発事業

環境政策課

　市民の環境意識の向上と太陽光発電システムの普

及拡大を図るため、茅ヶ崎市民活動サポートセン

ターの屋根に太陽光発電設備を設置し、利用者に発

電状況がわかるようにします。

　太陽光発電設備導入の相談会や施設見学会、講演

会等の活動を通じて自然エネルギーの導入促進と普

及啓発を図ります。

　小学校への出前授業を実施し、環境学習の支援を

します。

事業実施年度 ２１年度 なし

1-03-01-113

ソフト

新　規

事業主体 民間

指標

小学校への出前授
業実施校数・太陽
光発電設備設置相
談会と省エネル
ギー普及促進説明
会開催回数・イベ
ントの開催回数

①

②

③

市民提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

自然エネルギー等普
及啓発事業

5校・2回・2回

－

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

学校版環境マネジメ
ントシステム（ＥＭ
Ｓ）

環境政策課

　小・中学校で環境に関する教育を推進し、児童・

生徒の環境意識を育てるとともに、体験的学習・自

発的な取り組みにつなげるために、学校版環境マネ

ジメントシステムを通じて、学校生活の中で環境活

動を継続的に実践するための仕組みを確立します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-01-204

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

仕組みの確立
（小学校、中学校
別）

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

学校版環境マネジメ
ントシステム（ＥＭ
Ｓ）

2校・2校

5校・5校

実績１９年度

環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

合併処理浄化槽の設
置

下水道総務課

　生活排水による公共用水域の水質汚濁防止及び生

活環境の悪化を防止するため、補助金交付制度を活

用し市街化調整区域内の合併処理浄化槽の設置を推

進します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-01-401

ハード

継　続

事業主体 市・民間

指標

年間合併処理浄化
槽設置件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

合併処理浄化槽の設
置

57件

57件

実績１９年度

51件環境に配慮したまちづくりの推進
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第３節　清潔で安全を守るまちづくり

３－２　廃棄物

１　目　標

市民、事業者、行政の連携により、適正なごみ処理の仕組みづくりを進め、
資源循環型社会を構築します。

●

（１）ごみの減量化の推進
（２）ごみリサイクルの推進
（３）ごみ収集システムの確立
（４）ごみ処理・処分施設の充実

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

焼却灰等有効利用事
業

環境事業センター

　「資源循環型まちづくりを推進し、快適都市茅ヶ

崎の実現へ」を基本理念とし、平成２０年３月に策

定した一般廃棄物ごみ処理基本計画に基づき、焼却

施設から発生した焼却灰等を民間業者に委託処理す

ることにより、溶融資源化され路盤材等への有効利

用が図られます。さらに、本事業により焼却灰等の

埋立量を減らし最終処分場を延命化して有効利用に

努めます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-02-201

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

焼却残さ溶融処理
量

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

焼却灰等有効利用事
業

1,000ｔ

1,000ｔ

実績１９年度

796ｔ環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市内小学校の食品廃
棄物を再生処理し、
食資源循環の構築に
向けた取り組み

農政課

　ＮＰＯ法人湘南フードリサイクルと協働し、学校

給食残さを焼却せず、たい肥化する取り組みを進め

ます。たい肥はモニター農家が野菜などの農産物の

生産に使用し、施用や栽培結果を踏まえて、たい肥

の質の向上や効果的な使用方法の検討を進めなが

ら、学校給食やイベントなどで利用や販売、周知を

することで子どもへの農業や農産物への理解を深め

る食育の推進及び地域で生産されたものを地域で消

費する地産地消の推進を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-02-203

ソフト

新　規

事業主体 民間

指標

年間堆肥供給量

①

②

③

市民提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

市内小学校の食品廃
棄物を再生処理し、
食資源循環の構築に
向けた取り組み

４ｔ

４ｔ

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進
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　１－３－２　廃 棄 物　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

じんかい収集車の整
備拡充

環境事業センター

　集合住宅の増加に伴い、ごみ収集・運搬の効率化

を図るためのルート見直しや低公害車の購入を促進

し、併せて円滑な収集・運搬業務を行うため、じん

かい収集車の整備拡充を図ります。

　じんかい収集車等保有台数：５５台

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-02-303

ハード

継　続

事業主体 市

指標

じんかい収集車更
新台数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

じんかい収集車の整
備拡充

3台

3台

実績１９年度

6台環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

リサイクルセンター
の建設

ごみ対策課

　資源ごみの資源化中間処理施設としてのリサイク

ルセンターを湘南東ブロック内で２施設を整備する

ものとし、１施設については藤沢市に、残りの１施

設については、寒川町に建設します。

　なお、リサイクルセンターは老朽化した現在の資

源物選別処理施設に代わるもので、循環型社会形成

推進交付金（交付率：基準額の１／３）を活用し、

資源循環型社会の形成に寄与するものです。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-02-405

ハード

継　続

事業主体 市

指標

建設事業の進捗状
況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

リサイクルセンター
の建設

詳細設計

工事着工

実績１９年度

地域計画の承認環境に配慮したまちづくりの推進
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第３節　清潔で安全を守るまちづくり

３－３　交通安全・防犯

１　目　標

生涯にわたる交通安全教育を進め、交通安全対策の充実と安全で円滑な交通
環境の確保につとめ、市民の安全と快適な市民生活を守ります。
市民と地域、行政が連携した地域総ぐるみの防犯活動を推進し、地域の活動
を通じて犯罪の未然防止につとめ、犯罪のない明るいまちをつくります。

●

（１）交通安全意識の向上
（２）交通安全環境の整備
（３）自転車の放置防止
（４）防犯活動の充実

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

あんしん歩行エリア
整備事業

道路管理課

　茅ヶ崎駅周辺に指定された南北エリア内１．３㎢

における歩行者・自転車及び車両等の事故の減少を

図るため、交通安全施設等を整備し、また、交差点

部や横断歩道等における段差等の解消をすることに

より、区域内の安全性及び利便性の向上を図るもの

です。

　第５次実施計画期間では、市道１２１５号線の延

  長18０ｍの道路整備を行います。　

事業実施年度 ２１年度 なし

1-03-03-203

ハード

継　続

事業主体 市

指標

道路整備進捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

あんしん歩行エリア
整備事業

180ｍ

実績１９年度

366ｍ安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

鳥井戸地下道冠水対
策事業

道路管理課

　鳥井戸地下道は地形上低く雨水が集まりやすい状

況であり、昨今の５０㎜を超える突発的な豪雨には

十分な対応が間に合わず冠水被害がおきており、そ

の軽減を図るため雨水調整池及び雨水排水施設を整

備します。

　平成２０年度中に詳細設計を行い、平成２３年度

完成を目途に事業を進めます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-03-204

ハード

新　規

事業主体 市

指標

鳥井戸地下道冠水
対策事業進捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

鳥井戸地下道冠水対
策事業

工事施工

工事施工

実績１９年度

基本設計安全・安心なまちづくりの推進
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　１－３－３　交通安全・防犯　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

駅周辺部への自転車
駐車場の整備

安全対策課

　自転車利用の促進と放置自転車の削減ため、不足

している茅ヶ崎駅周辺の自転車駐車場を整備目標に

基づき整備を推進します。

　香川駅周辺まちづくり整備計画の整備方針・整備

計画に基づき、将来ニーズに対応できる新たな自転

車駐車場を平成２２年度建設を目途に事業を進めま

す。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-03-301

ハード

継　続

事業主体 市

指標

自転車駐車場の建
設棟数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

駅周辺部への自転車
駐車場の整備

－

1棟

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

民間自転車駐車場施
設への助成

安全対策課

　民営自転車駐車場建設者に建設費の一部補助を行

います。

【補助概要】

・自転車等を５０台以上収容できる自転車駐車場施

設とする。

・［補助基本額＝自転車駐車収容台数×駐輪方式

（50,000～250,000円）］×２／３以内の補助

とする。

・施設整備費が補助基本額に満たない場合は、その

整備費の２／３以内の補助とする。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-03-302

ハード

継　続

事業主体 民間

指標

助成件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

民間自転車駐車場施
設への助成

1件

1件

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

交番の設置促進

企画調整課

　地域住民の暮らしと安全を守るための活動拠点と

なる交番の充実と強化を関係機関へ要望します。交

番の新設については、香川地区・鶴嶺西地区・松林

地区に設置を要望します。併せて小出駐在所・西久

保駐在所・南湖駐在所の交番転換を要望します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-03-402

ソフト

継　続

事業主体 県

指標

県への要望回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

交番の設置促進

1回

1回

実績１９年度

1回安全・安心なまちづくりの推進
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　１－３－３　交通安全・防犯　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

自主防犯ネットワー
ク活動への支援

安全対策課

　地域における防犯活動を推進するにあたり、多く

の市民が防犯活動に参加できる環境づくりを目的と

した活動支援として、防犯物品の貸与を引き続き行

うとともに、効果的な活動を実施するための手法及

び防犯情報を共有する場としてのネットワークづく

り（行政提案型協働推進事業平成19年度～21年

度）、活動上の課題・問題点を解決するための防犯

活動支援窓口設置等の支援を拡大し、実施します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-03-403

ソフト

継続拡充

事業主体 市・民間

指標

防犯活動支援窓口
の設置

①

②

③

行政提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

自主防犯ネットワー
ク活動への支援

－

窓口設置

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

青色防犯灯等導入に
よる効果的な防犯対
策の実施

安全対策課

　地域自治会との協力を得て、犯罪発生件数等の情

報により、青色防犯灯を犯罪発生が懸念される箇所

に設置するとともに、照度の高い灯具を導入し、防

犯効果を高めます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-03-404

ハード

新　規

事業主体 市

指標

青色防犯灯の設置
地区数
照度の高い灯具の
設置数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

青色防犯灯等導入に
よる効果的な防犯対
策の実施

2地区・180灯

2地区・180灯

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進
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第３節　清潔で安全を守るまちづくり

３－４　防災・消防

１　目　標

あらゆる災害から市民の生命、身体、財産を守り、防災・消防・救急体制の
充実強化につとめます。

●

（１）防災知識の普及
（２）防災対策の充実
（３）危険箇所の解消
（４）消防力の充実
（５）救急・救助体制の充実

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

防災行政用無線戸別
受信機整備事業

防災対策課

　災害時に防災行政用無線を通じて行う情報提供を

補完し、確実な情報の伝達を図るため、防災行政用

無線戸別受信機を新たに設置します。

　第５次実施計画期間では、福祉施設、保育園、ス

ポーツ施設、文化施設、私立幼稚園等に設置しま

す。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-102

ハード

継　続

事業主体 市

指標

戸別受信機設置台
数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

防災行政用無線戸別
受信機整備事業

46台

43台

実績１９年度

200台安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

防災講座推進事業

防災対策課

　市民が自主的な学習機会を持つことにより、自分

の住むまちを知り、行政に対する理解を深めるとと

もに、防災に関する様々な課題の学習に役立たせる

ため、専門知識や活動を通じて蓄積した情報を持つ

団体と協働して事業を進めます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-103

ソフト

継　続

事業主体 市・民間

指標

防災講座開催回数

①

②

③

行政提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

防災講座推進事業

20回

20回

実績１９年度

7回安全・安心なまちづくりの推進
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　１－３－４　防災・消防　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

津波対策訓練事業

防災対策課

　津波対策訓練を実施することにより、関係機関と

の連携や協力体制の検証を行い、海岸周辺の住民や

海岸利用者への普及啓発を図ります。

【訓練内容】

・災害対策本部設置訓練

・津波警戒、広報、避難誘導訓練

・海面監視訓練

・水難救助訓練

事業実施年度 ２１年度 なし

1-03-04-104

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

津波対策訓練開催
回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

津波対策訓練事業

1回

－

実績１９年度

1回安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

国民保護対策事業

防災対策課

　国民保護計画に係る各種マニュアルの整備と緊急

時における組織体制の充実を図るため、訓練を行い

ます。

【訓練内容】

・状況付与に基づく図上訓練

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-105

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

訓練実施回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

国民保護対策事業

1回

1回

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

防災行政用無線屋外
拡声子局整備事業

防災対策課

　防災行政用無線は、茅ヶ崎市地域防災計画に定め

る通信手段であり、併せて、光化学スモッグ注意報

等の発令・解除、行方不明者等の捜索、災害時の無

線放送等に使用しています。

　現在、市内全域で１１２局の屋外拡声子局を設置

していますが、不感・難聴地域を解消するため、増

設を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-202

ハード

継　続

事業主体 市

指標

屋外拡声子局設置
箇所数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

防災行政用無線屋外
拡声子局整備事業

1ヶ所

1ヶ所

実績１９年度

2ヶ所安全・安心なまちづくりの推進
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　１－３－４　防災・消防　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

防災資機材整備事業

防災対策課

　市内小・中学校の避難所及び協定を締結している

民間施設の防災倉庫に、災害時に必要な仮設トイ

レ、食糧及び生活必需物資等を備蓄します。

（関連事業：水田保全対策事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-203

ハード

継　続

事業主体 市

指標

乾燥米飯備蓄数
仮設トイレ備蓄数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

防災資機材整備事業

38,850食・388台

50,130食・388台

実績１９年度

33,850食・232台安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

地域防災無線整備事
業

防災対策課

　本市が使用している地域防災無線は、総務省の電

波利用方針の変更により、使用期限が平成２３年５

月３１日とされているため、市役所分庁舎に設置し

ている基地局、中継局、市内小・中学校及び防災関

係機関に設置している移動局を、アナログ通信方式

からデジタル通信方式に更新するための調査・整備

を行います。

事業実施年度 なし ２２年度

1-03-04-207

ハード

継　続

事業主体 市

指標

アナログ方式から
デジタル方式への
更新率

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

地域防災無線整備事
業

－

100％

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

避難標識整備事業

防災対策課

　災害発生時に誰もが速やかに指定した場所や施設

に避難できるよう周知を図るため、各種避難標識を

整備します。

　第５次実施計画期間では、広域避難場所誘導標識

の更新及び広域避難場所案内看板の新設及び更新を

行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-211

ハード

継　続

事業主体 市

指標

標識及び看板の新
設及び更新箇所数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

避難標識整備事業

4ヶ所

4ヶ所

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進
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　１－３－４　防災・消防　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

防災倉庫整備事業

防災対策課

　災害時に避難所となる小・中学校及び民間企業、

要援護者の受け入れ協定を締結している福祉施設等

に必要な資機材を充実させるため、コンテナ倉庫を

設置します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-215

ハード

継　続

事業主体 市

指標

防災倉庫設置箇所
数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

防災倉庫整備事業

2ヶ所

2ヶ所

実績１９年度

1ヶ所安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

防災行政用無線整備
事業

防災対策課

　緊急地震速報や津波警報など即時対応が必要とさ

れる緊急情報を、人工衛星を経由して受信し、防災

行政用無線等を自動起動することにより、市民へ瞬

時に情報伝達する全国瞬時警報システムを整備しま

す。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-216

ハード

新　規

事業主体 市

指標

全国瞬時警報シス
テム運用開始

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

防災行政用無線整備
事業

運用開始

保守

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

職員参集システム整
備事業

防災対策課

　災害発生時に、迅速な本部体制の確立と現場対応

を行うため、メール配信機能を活用し、職員の安否

確認や参集人数を体系的に把握出来るシステムを整

備します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-217

ハード

新　規

事業主体 市

指標

システムの構築及
び運用

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

職員参集システム整
備事業

システム構築

運用開始

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進
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　１－３－４　防災・消防　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

危険ブロック改善へ
の助成

建築指導課

　災害時における市民の安全確保を目的に、「茅ヶ

崎市生け垣の奨励及び危険ブロック塀等解消の促進

に関する要綱」に基づき、危険ブロック塀等の撤

去・補強、全面改修を行う方にその費用の一部を助

成します。

助成率　工事標準額の１５％（※狭あい道路の場合

　工事標準額の３．７５％）

限度額　３７万円（補強の場合は１５万円）

（関連事業：生け垣奨励事業、狭あい道路整備事

業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-301

ソフト

継　続

事業主体 市・民間

指標

危険ブロック塀等
を解消した件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

危険ブロック改善へ
の助成

8件

8件

実績１９年度

5件安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

木造住宅耐震改修促
進事業

建築指導課

　地震に強い安全・安心なまちづくりを目指すため

に、一定の基準を満たす「耐震診断」を行う方に対

して診断に要する費用の一部を助成します。また、

当該建築物の補強工事についても、工事費の一部費

用を助成します。

助成額

耐震診断費用の内　５０，０００円

補強工事費用の２分の１（限度額５０万円）

（関連事業：耐震改修促進計画事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-305

ソフト

継続拡充

事業主体 市・民間

指標

耐震診断の助成件
数
耐震補強工事の助
成件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

木造住宅耐震改修促
進事業

80件・30件

80件・30件

実績１９年度

75件・20件安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

耐震改修促進計画事
業

建築指導課

　平成２０年３月に策定した茅ヶ崎市耐震改修促進

計画と実施計画により、計画的な耐震化の推進を行

います。

　木造住宅耐震改修促進事業を柱に、あらたな施策

を打ち出しながら効果的かつ効率的に建築物の耐震

改修等を推進します。

（関連事業：木造住宅耐震改修促進事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-306

ソフト

継続拡充

事業主体 市・民間

指標

建物総数に対する
耐震性のある建物
の割合                
     
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

耐震改修促進計画事
業

72％

75％

実績１９年度

66％安全・安心なまちづくりの推進
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　１－３－４　防災・消防　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

防火水槽設置事業

警防課

　地震が発生し、水道管が破損し消火栓が使用出来

なくなった場合に、消火用水の確保が出来るよう、

耐震性防火水槽を充実します。

　第５次実施計画事業期間では、現在設置してある

防火水槽のうち、消防水利の基準を満たしていない

防火水槽を整備します。

　公設防火水槽設置数：２１７基

事業実施年度 なし ２２年度

1-03-04-401

ハード

継　続

事業主体 市

指標

防火水槽整備基数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

防火水槽設置事業

－

1基

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

消火栓設置事業

警防課

　迅速な消火活動を行うために必要な、消防水利を

充実するため、消火栓の設置を行います。

　消防力の整備指針・消防水利の基準に基づき設置

を進めます。

　公設消火栓設置数：２，３０７基

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-402

ハード

継　続

事業主体 市

指標

消火栓設置基数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

消火栓設置事業

2基

2基

実績１９年度

1基安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

消防ポンプ自動車等
整備事業

警防課

　常備消防に37台、非常備消防に31台の車両が配

備されており、老朽化した車両及びNox・ＰＭ法の

規制を受ける車両を計画的に更新していきます。

　第５次実施計画期間では、老朽化した車両２台及

びNox・ＰＭ法の規制を受ける車両３台の更新を行

います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-403

ハード

継　続

事業主体 市

指標

更新台数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

消防ポンプ自動車等
整備事業

2台

3台

実績１９年度

5台安全・安心なまちづくりの推進
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　１－３－４　防災・消防　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

消防救急無線の整備

警防課

　電波法関係審査基準の改正により、消防救急無線

については、平成２８年５月３１日までにアナログ

方式からデジタル方式に移行することが定められた

ため、それに対応する事業です。

　第５次実施計画期間では全国共通波、県内波、市

内波の３種類の内、全国共通波と県内波を県内各市

町村の協同整備事業として、基本設計と実施設計を

行います。　

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-407

ハード

継　続

事業主体 市

指標

消防救急無線のデ
ジタル化進捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

消防救急無線の整備

基本設計

実施設計

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

住宅用防災（火災）
警報器の給付、補助
及び設置促進事業

予防課

　火災による高齢者の犠牲者の低減を図るため、既

存住宅のうち６５歳以上の高齢者世帯を対象に、住

宅用防災（火災）警報器の設置に要する費用の一部

補助又は給付をする制度を実施するとともに、既存

住宅への機器の設置促進をおこないます。

（既存住宅への住宅用防災（火災）警報器の設置猶

予期間は茅ヶ崎市火災予防条例により平成２３年５

月３１日までと定められています。）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-412

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

住宅用防災（火
災）警報器の給付
数・補助数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

住宅用防災（火災）
警報器の給付、補助
及び設置促進事業

150個・80個

200個・80個

実績１９年度

3,068個・321個安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

災害時協力事業所登
録制度の推進

警防課

　災害時に、事業所がもつ人員、資機材及び技術等

を提供していただき、被害の軽減を図ることを目的

に事業を進めます。

　協力事業所を「茅ヶ崎市災害時協力事業所」とし

て登録させていただきます。

（関連事業：茅ヶ崎市消防団協力事業所制度）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-413

ソフト

継　続

事業主体 市・民間

指標

登録事業所数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

災害時協力事業所登
録制度の推進

20事業所

10事業所

実績１９年度

20事業所安全・安心なまちづくりの推進
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　１－３－４　防災・消防　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

消防訓練施設整備事
業

消防総務課

　消防職員及び消防団員の消防知識・技術の習得と

安全確保の技術等を向上するため消防訓練施設の整

備を図ります。

　公共施設整備・再編計画に基づき市役所本庁舎建

設がされた場合、現在市役所西側に設置している消

防訓練施設（訓練塔）を移転する必要があります。

　第５次実施計画期間では、消防施設整備計画の策

定及び建設用地の選定を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-414

ハード

新　規

事業主体 市

指標

整備計画の策定
用地の選定

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

消防訓練施設整備事
業

整備計画の策定

用地の選定

実績１９年度

－公共施設整備・再編計画

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

茅ヶ崎市消防団協力
事業所表示制度

警防課

　勤務時間中の消防団活動への便宜や従業員の入団

促進など、事業所としての消防団への協力が、社会

貢献として広く認められ、事業所の信頼性が向上す

るとともに、事業所の協力により地域防災体制の一

層の充実が図られます。第５次実施計画期間では、

本制度の導入、推進を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-415

ソフト

新　規

事業主体 市・民間

指標

認定事業所数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

茅ヶ崎市消防団協力
事業所表示制度

10事業所

10事業所

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

消防資機材整備事業

警防課

　近年、災害が大規模化・複雑化・多様化するほ

か、高齢化社会の進展に伴い救急需用が増加すると

ともに救急業務が高度化するなど、消防を取り巻く

環境は大きく変化しています。更に地震や風水害等

の大規模な自然災害の発生が危惧されています。こ

うした環境に対応するために、職員のレベルアップ

を図りつつ計画的に消防資機材を整備します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-416

ハード

新　規

事業主体 市

指標

消防資機材の整備
予定数に対する整
備数の割合

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

消防資機材整備事業

100％

100％

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進
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　１－３－４　防災・消防　第１章　いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

救命講習会拡大事業

救命課

　救命率を向上させるため、普通救命講習の拡充

（講習内容の充実）を図ることが大切です。

　そのため、普通救命講習会を主体的に担っていた

だける応急手当普及員及び応急手当指導員を養成

し、普通救命講習会を拡充します。

　併せて、民間事業所等へＡＥＤ（自動体外式除細

動器）の普及啓発を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-04-504

ソフト

継　続

事業主体 市・民間

指標

普及員及び指導員
主体の普通救命講
習会開催回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

救命講習会拡大事業

100回

100回

実績１９年度

92回安全・安心なまちづくりの推進
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第３節　清潔で安全を守るまちづくり

３－５　消費生活

１　目　標

情報提供や商品知識の普及、相談体制の充実につとめ、市民の消費生活の安
心と安定を確保します。

●

（１）消費活動の支援
（２）消費者の保護

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

消費生活情報の充実

市民相談課

　消費生活に関する基本的な知識を学ぶため、

（財）日本消費者協会の通信教育講座を開講しま

す。

　全８冊のテキストを2年に渡って受講していただ

きます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

1-03-05-10７

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

消費生活通信講座
受講者数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

消費生活情報の充実

50人

60人

実績１９年度

34人安全・安心なまちづくりの推進
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うるおいのあるまち

自然と都市機能が調和した

第 ２ 章
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第１節　利便性の高い都市基盤づくり

１－２　市街地

１　目　標

市民が安全で安心できる利便性の高いまちをつくります。
市の顔となる中心市街地の活性化を進めます。

●
●

（１）秩序ある市街地形成
（２）計画的な市街地整備
（３）中心市街地の整備
（４）防災まちづくりの推進
（５）人にやさしいまちづくりの推進

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

浜見平地区拠点整備
事業

都市整備課

　浜見平地区において、良好な建替え事業を推進す

るとともに、地域の拠点に相応しい防災機能を有し

た公園や緑地、生活利便施設の整備や良好な都市空

間の整備を行います。

　第５次実施計画期間では庁内、関係機関及び地元

住民と調整を図ります。松尾川雨水幹線上部緑道

化・幹線道路の電線類地中化については、都市再生

機構の第１期建替え工事に合わせて、一部区間にお

いて工事を実施します。

（関連事業：特別景観まちづくり地区及び景観地区

の指定（浜見平地区））

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-02-105

ハード

継続拡充

事業主体 市・民間

指標

浜見平地区まちづ
くり整備実施計画
策定業務基盤整備
（電線類地中化・
松尾川緑道化）

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

浜見平地区拠点整備
事業

210ｍ・150ｍ

210ｍ・150ｍ

実績１９年度

－地区拠点整備

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

優良建築物整備事業

都市整備課

　建物密度が高く、老朽化が進んでいる茅ヶ崎駅周

辺地区（１号市街地内商業地域）において、街区の

整備、建物の共同化や不燃化を図る民間再開発整備

事業の支援として優良建築物等整備事業補助制度を

活用します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-02-107

ハード

継　続

事業主体 市・民間

指標

事前相談件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

優良建築物整備事業

1件

1件

実績１９年度

2件安全・安心なまちづくりの推進
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　２－１－２　市 街 地　第２章　自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市街化・市街化調整
区域の見直し

都市計画課

　計画的に市街化を図るべき区域として、さがみ縦

貫道路寒川南インター周辺の萩園字上ノ前地区につ

いては、産業系の土地利用を図るため、地元の意向

調査及び将来事業化に向けた地域の現状把握や土地

利用基本構想の作成等を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-02-108

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

土地利用構想報告
書作成業務の進捗
状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市街化・市街化調整
区域の見直し

地区の現状把握

構想報告書作成

実績１９年度

　産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

香川駅周辺の整備

都市整備課

　香川駅周辺地区を将来都市構造を構成する「北の

地区拠点」と位置づけ、基盤整備と機能強化を図り

ます。

　第５次実施計画期間では、平成１９年５月に策定

された「香川駅周辺地区まちづくり整備計画」につ

いて、地元自治会や地権者、ＪＲ東日本等関係機関

との調整・協議を行い、実施に向けた具体的な事業

やスケジュールを策定します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-02-202

ハード

継続拡充

事業主体 市・民間

指標

西口駅前広場整備
の実施設計、西口
駅前広場用地購
入、香川甘沼線測
量調査

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

香川駅周辺の整備

実施設計

用地購入・測量調査

実績１９年度

－地区拠点整備

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

辻堂駅西口周辺整備
事業

都市整備課

　藤沢市の湘南Ｃ－Ｘ都市再生事業（カントク跡地

計画）と連携を図りながら、茅ヶ崎市辻堂駅西口周

辺地区まちづくり基本計画に基づいた辻堂駅西口重

点整備地区整備計画による効果的なまちづくりを進

めます。

　第５次実施計画期間においては、駅関連施設（西

口駅舎・ホーム拡幅・西口跨線橋）の改良整備及び

西口南側周辺の整備を行います。

　平成２３年度完了を目指します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-02-205

ハード

継続拡充

事業主体 市

指標

駅関連施設の改良
工事の進捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

辻堂駅西口周辺整備
事業

工事

工事

実績１９年度

詳細設計・工事地区拠点整備
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　２－１－２　市 街 地　第２章　自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

都市計画道路の見直
し

都市計画課

　将来の都市像に的確に対応するように、都市計画

道路の追加・廃止・存続・変更など必要な見直しを

行い、都市計画変更の手続きを行います。

　第５次実施計画では、見直し計画（案）の検討、

見直し詳細計画を作成し、平成２２年度都市計画道

路変更計画（原案）の作成、都市計画変更の手続き

及び都市計画図書の作成を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-02-207

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

都市計画変更作業

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

都市計画道路の見直
し

－

変更告示

実績１９年度

－

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

用途地域の見直し

都市計画課

　県で定める用途地域の見直し方針及び基準に準拠

して、用途地域の見直しに関する検討を行い、見直

しの市原案を作成します。

　行政拠点地区公共施設再編整備に伴う市役所周辺

地域の用途地域の見直し、工業系用途地域の見直し

等を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-02-208

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

都市計画変更作業

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

用途地域の見直し

－

変更告示

実績１９年度

－産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

高度地区の拡大指定
事業

都市計画課

　ちがさき都市マスタープランや茅ヶ崎市景観計画

との整合を図り、本市の将来の都市像を実現するた

め、市街化区域全域を対象に高度地区の拡大指定事

業を行います。

事業実施年度 ２１年度 なし

2-01-02-209

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

都市計画変更作業

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

高度地区の拡大指定
事業

変更告示

－

実績１９年度

－
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　２－１－２　市 街 地　第２章　自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

用途地域(低層住居
専用地域)の敷地面
積最低限度指定事業

都市計画課

　ちがさき都市マスタープランや茅ヶ崎市景観計画

との整合を図り、本市の将来の都市像を実現するた

め、低層住居専用地域の良好な都市環境の保全を図

るべく、敷地面積最低限度指定事業を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-02-210

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

都市計画変更作業

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

用途地域(低層住居
専用地域)の敷地面
積最低限度指定事業

－

変更告示

実績１９年度

　

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

住環境整備事業の調
査・研究

都市政策課

　建物密度が高く、老朽化が進んでいる茅ヶ崎駅周

辺地区において、民間の建築活動を適切に誘導する

 ための方策を検討します。また、民間再開発整備

事業の支援となる優良建築物等整備事業補助制度の

活用や、その他の補助制度の調査を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-02-302

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

住環境整備のため
の調査研究

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

住環境整備事業の調
査・研究

課題の調査

課題の研究

実績１９年度

－

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

都市防災推進事業

都市政策課

　東海地震、南関東地域の直下型地震等の関東地方

を中心とした大規模地震の発生危険は切迫している

と考えられ、体制の整備が急務となっています。予

防・応急・復旧対策等、さまざまな取り組みがなさ

れておりますが、復興についても体制整備を進める

ことが急務となっています。

　第５次実施計画期間では、モデル地区において発

災後のまちの復興について考えるワークショップを

開催します。

事業実施年度 ２１年度 なし

2-01-02-402

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

ワークショップの
開催回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

都市防災推進事業

5回

－

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進
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第１節　利便性の高い都市基盤づくり

１－３　道路・橋りょう

１　目　標

道路・橋りょうを整備し、都市機能の充実を図り、安全で円滑な交通を確保
します。

●

（１）広域的幹線道路の整備
（２）幹線道路の整備
（３）道路環境の整備
（４）橋りょうの整備

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

新湘南国道（Ⅱ期）
の整備促進

国県事業対策課

　国道１３４号及び国道１号の慢性的な交通渋滞を

解消し、良好な交通環境を得るため、新湘南国道

（Ⅱ期）事業の促進を図るよう、国等へ要望しま

す。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-03-101

ハード

継　続

事業主体 国

指標

要望回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

新湘南国道（Ⅱ期）
の整備促進

10回

10回

実績１９年度

10回安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

さがみ縦貫道路の整
備促進

国県事業対策課

　湘南、県央、多摩地域を相模川に沿って南北に貫

く交通軸として、県内主要都市との連携強化・交通

の整序化を図るとともに、東名、第二東名等の東西

交通軸と連絡し、市内を通過する産業活動やレ

ジャー目的の車両を円滑に通過させるため、さがみ

縦貫道路の早期整備を図るよう、国・県等へ要望し

ます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-03-102

ハード

継　続

事業主体 国

指標

要望回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

さがみ縦貫道路の整
備促進

20回

20回

実績１９年度

20回安全・安心なまちづくりの推進
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

藤沢大磯線の整備促
進

国県事業対策課

　現道の県道４４号（伊勢原藤沢）は、道路幅員が

４ｍ未満と狭く相互交通もままならない状況です。

特にＪＲ相模線踏切付近の交通渋滞は深刻であり、

この渋滞解消のために藤沢大磯線の早期整備の実現

を、国・県等へ要望します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-03-103

ハード

継　続

事業主体 県

指標

要望回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

藤沢大磯線の整備促
進

20回

20回

実績１９年度

20回安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

国道１３４号の拡幅
整備促進

国県事業対策課

　相模川を渡河する橋りょう部のボトルネックによ

る慢性的な交通渋滞を解消し、良好な交通環境を得

るため、国道１３４号の早期整備を図るよう、県等

へ要望します。

事業実施年度 ２１年度 なし

2-01-03-104

ハード

継　続

事業主体 県

指標

要望回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

国道１３４号の拡幅
整備促進

10回

－

実績１９年度

10回安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

東海岸寒川線街路整
備事業

道路建設課

　東海岸寒川線は、国道１３４号から市域中央を通

り寒川町へと続く骨格的な道路網の柱軸となる南北

の幹線道路です。

　第５次実施計画では、事業認可区間の高田五丁目

地内から円蔵一丁目地内までの未整備区間（延長

３４０ｍ）の用地買収、補償、工事施行及び北側鶴

が台団地内の道路整備工事（延長１７０ｍ）を行い

ます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-03-201

ハード

継　続

事業主体 市

指標

道路換算完成延長
用地買収率

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

東海岸寒川線街路整
備事業

226ｍ・100％

関連工事実施

実績１９年度

58ｍ・26％安全・安心なまちづくりの推進
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

新国道線街路整備事
業

道路建設課

　新国道線は、都市計画道路東海岸寒川線から主要

地方道丸子中山茅ヶ崎線間の延長９２２ｍが事業認

可された幅員１８．１～２８．５ｍの都市計画道路

です。

　第５次実施計画では、東海岸寒川線からＪＲ相模

線までの未整備区間の用地買収、補償を行います。

また、工事については一里塚北通り以東の歩道整備

を行い、暫定的な供用開始を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-03-203

ハード

継　続

事業主体 市

指標

道路換算完成延長
用地買収率

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

新国道線街路整備事
業

34ｍ・82％

24ｍ・82％

実績１９年度

30ｍ・81％安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

中海岸寒川線の整備
促進

国県事業対策課

　茅ヶ崎市総合交通プランでは、中海岸寒川線を骨

格的な道路と位置付け、中心市街地地域への自動車

の集中を抑制するため、市内に関連する交通と基本

的に市内とは無関係な通過交通を分離するための道

路として整備することとしています。

　平成２１年度も都市計画道路中海岸寒川線を主要

地方道路として位置付け整備促進を図るよう、県に

要望します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-03-205

ハード

継　続

事業主体 県

指標

要望回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

中海岸寒川線の整備
促進

11回

11回

実績１９年度

6回安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

茅ヶ崎停車場茅ヶ崎
線(雄三通り）の整
備促進

都市政策課

　県道茅ヶ崎停車場茅ヶ崎線（雄三通り）は、ちが

さき都市マスタープランや中心市街地活性化基本計

画にも重要な路線として位置付けられています。し

かし、現況は、幅員８ｍから９ｍであり、歩道の整

備がなされていない、いわゆる交通弱者にとって非

常に危険な道路となっているため都市計画道路の見

直しを含め、雄三通りの今後のあり方を検討しま

す。

事業実施年度 ２１年度 なし

2-01-03-207

ハード

継　続

事業主体 市

指標

雄三通りの今後の
あり方について、
説明会・意見交換
会の実施

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

茅ヶ崎停車場茅ヶ崎
線(雄三通り）の整
備促進

実施

－

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

道路整備プログラム
策定事業

道路建設課

　茅ヶ崎市における現況道路網の問題点、住民意識

を踏まえた問題点を把握し、平成２１年度に計画さ

れている市内交通量調査と連携し整備計画策定方針

を設定します。また、将来道路網のあるべき姿など

を視野に入れ、道路の必要性について検討すると共

に、その方針を基に交通機能の検証、費用便益比の

算定等を行い、整備時期確定路線を選定し総合評価

による整備優先順位を決定し、計画書の策定を行い

ます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-03-210

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

道路整備プログラ
ムの策定

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

道路整備プログラム
策定事業

－

策定

実績１９年度

－

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

赤羽根甘沼線道路改
良事業

道路建設課

　本路線周辺地域の交通の利便性及び安全性の確

保、本路線隣接地の土地の有効利用が図られるよ

う、新湘南バイパス側道より松風台団地までの約

６８０ｍの区間について、歩車共存道路と地域の災

害緊急避難路としての役割を果たす道路整備を行い

ます。左岸用水路敷全幅員が事業用地として使用で

 き、用地買収なしで道路整備が実施可能なため、

平成１９年度から平成２１年度までの３箇年で道路

整備を行い、平成２２年度に隣接工作物に影響の

あった箇所の補償を行い完成させます。

　延長Ｌ＝６８０ｍ　幅員Ｗ＝７～１１ｍ（歩道３

～７ｍ）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-03-304

ハード

継　続

事業主体 市

指標

道路工事施工延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

赤羽根甘沼線道路改
良事業

220m

220m

実績１９年度

130m安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

香川甘沼線道路改良
事業

道路建設課

　第５次実施計画では、現況の道路幅員の一部が狭

あいであり、ボトルネックとなっている香川一丁目

１８番地先より、東側都市計画道路東海岸寒川線ま

での約４９０ｍの区間について、拡幅整備計画の策

定を行うとともに、特に狭あい部分となっている香

川一丁目１８番地先から東側へ約１８０ｍ区間の用

地買収に着手し、下水道部と連携し溢水の軽減を図

ります。

　道路延長Ｌ＝４９０ｍ　　道路幅員Ｗ＝１２ｍ

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-03-305

ハード

継　続

事業主体 市

指標

用地買収率

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

香川甘沼線道路改良
事業

68％

76％

実績１９年度

31％安全・安心なまちづくりの推進
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

下寺尾芹沢線道路改
良事業

道路建設課

　下寺尾芹沢線は、市北部の外周を結ぶ延長３，

４００ｍ・幅員１２ｍの幹線道路で、４００ｍが完

成・供用済みです。

　第５次実施計画期間では、平成１９年度に引き続

き芹沢小林線までの暫定整備工事（延長２７０ｍ）

を行います。また、平成２６年春に全面開園予定の

県立茅ヶ崎里山公園に面する区間（延長３００ｍ）

の用地測量及び用地買収を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-03-309

ハード

継　続

事業主体 市

指標

道路換算完成延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

下寺尾芹沢線道路改
良事業

5ｍ

64ｍ

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

行谷芹沢線道路改良
事業

道路建設課

　行谷芹沢線は、県立茅ヶ崎里山公園の外周道路を

兼ねた延長４１０ｍ（第Ⅰ期分）幅員１２ｍの北部

幹線道路です。

　第５次実施計画期間では、芹沢２８３０番地から

２８２０番地までの未整備区間（延長１７０ｍ）の

用地買収及び工事施行を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-03-310

ハード

継　続

事業主体 市

指標

道路換算完成延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

行谷芹沢線道路改良
事業

155m

170m

実績１９年度

122m安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

北部地域道路整備事
業

国県事業対策課

　県立茅ヶ崎里山公園の外周道路及び地元要望道路

等の整備のため、用地を取得し、道路改良工事を行

います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-03-313

ハード

継　続

事業主体 市

指標

道路完成延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

北部地域道路整備事
業

250ｍ

100ｍ

実績１９年度

595ｍ安全・安心なまちづくりの推進
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

芹沢遠藤線道路改良
事業

道路建設課

　県道藤沢平塚線から藤沢市遠藤を結ぶ北部地区幹

線道路であり、終端部の未整備区間を整備し、地域

住民の安全性の確保と利便性の向上を図ります。

　第５次実施計画期間では、現況の道路幅員の一部

が狭あいとなっている終端部の整備を行い完成させ

ます。

　道路延長Ｌ＝１２０ｍ　道路幅員Ｗ＝９ｍ

事業実施年度 ２１年度 なし

2-01-03-315

ハード

新　規

事業主体 市

指標

道路工事施工延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

芹沢遠藤線道路改良
事業

120m

－

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

寺尾橋橋りょう整備
事業

道路建設課

　神奈川県事業である小出川河川改修計画に伴い、

狭小な旧橋りょうを最新の耐震構造の橋りょうに架

け替え、歩車道を分離し交通の利便性と歩行者の安

全性を確保し、円滑な通行を確保するため、神奈川

県、寒川町と共同で橋りょう及び取付道路を整備し

ます。

　橋長、L=４４．０ｍ（現L=１３．９ｍ）・幅

員、W=１３ｍ【歩道３ｍ×２含む】（現車両橋

W=３ｍ、歩道橋W=２ｍ）・取付道路　L=２６５ｍ

（茅ヶ崎分　８０ｍ）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-03-402

ハード

継　続

事業主体 市

指標

橋りょう上部・下
部工事換算施工延
長
水路改修工事施工
延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

寺尾橋橋りょう整備
事業

6.7ｍ・40.7ｍ

37.3ｍ・18.1ｍ

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

橋りょう耐震補強等
整備事業

道路管理課

　主要地方道丸子・中山・茅ヶ崎線に架かる「ふれ

あい橋」並びに矢畑萩園線に架かる新鶴嶺橋の２橋

について、橋脚の耐震補強及び落橋防止システムを

実施します。

　平成２１年度に「ふれあい橋」を平成２２年度に

「新鶴嶺橋」の耐震補強工事を実施します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-03-403

ハード

継　続

事業主体 市

指標

耐震補強工事完了
数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

橋りょう耐震補強等
整備事業

1橋

1橋

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進
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第１節　利便性の高い都市基盤づくり

１－４　交　通

１　目　標

利便性が高く、人と環境にやさしい交通体系を構築します。
自動車だけではなく公共交通を優先した新たな交通システムを導入します。

●
●

（１）総合交通プランの策定
（２）新たな交通システムの導入
（３）公共交通機関の強化・促進
（４）公共交通施設の整備

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

ちがさき自転車プラ
ン推進事業

都市政策課

　「ちがさき自転車プラン」に位置付けられている

１２のテーマ、２２の施策を、ちがさき自転車プラ

ン推進連絡協議会や市民組織であるアクション２２

と連携を取りながら進めていきます。また、庁内横

断的な会議を開催し、同プランの進行を管理しま

 す。

　平成２１年度からは、アクション２２と推進連絡

協議会が一体となって事業を行っていきます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-04-102

ソフト

継　続

事業主体 民間

指標

アクション２２会
議開催数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

ちがさき自転車プラ
ン推進事業

12回

12回

実績１９年度

18回環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

ちがさき自転車プラ
ン推進事業（サイク
ルアンドバスライ
ド）

都市政策課

　平成１６年度から平成１８年度にかけて市内４カ

所（８３台）にサイクルアンドバスライドの設置を

行いました。利用状況は高く、端末交通手段として

の自転車利用を図ることが、自家用車から公共交通

への転換が促進されることが確認されたことによ

り、平成２１年度から特に交通不便地区等に新規施

設の設置を進めるものです。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-04-205

ハード

新　規

事業主体 市

指標

サイクルアンドバ
スライドの新規施
設の設置箇所数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

ちがさき自転車プラ
ン推進事業（サイク
ルアンドバスライ
ド）

1ヶ所

1ヶ所

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

ちがさき自転車プラ
ン推進事業（レンタ
サイクル）

都市政策課

　平成２０年度　地方の元気再生事業で採択された

『ちがさき方式レンタサイクルを活用した元気まち

づくり事業』で行う、企業や社会福祉法人など責任

ある法人などに一括して貸し付けるレンタサイクル

事業です。従来の居住者の日常利用以外の側面を捉

え、市内企業の活動、営業、観光やビジネス等での

来訪者などの自転車利用を促進することを目的とし

ています。

　平成２１年度以降は、レンタサイクルの定着を図

るため、引き続き社会実験を継続して行い、多様な

主体への利用や貸付などを検討していきます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-04-206

ハード

新　規

事業主体 市

指標

貸出法人等の数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

ちがさき自転車プラ
ン推進事業（レンタ
サイクル）

20社・団体

20社・団体

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

コミュニティバス運
行事業

都市政策課

　第１期・中海岸南湖循環市立病院線（中海岸・南

湖ルート）、第２期・北部循環市立病院線に続き、

交通不便地区及び空白地区解消等のため、茅ヶ崎市

乗合交通整備計画に位置付けられた、鶴嶺循環市立

病院線、東部循環市立病院線の運行を平成１９年

１２月に開始しました。平成２１年度からは、個々

のルートの改善とコミュニティバス全体の体系を完

成させていきます。

　第５次実施計画期間では、特に、北部循環市立病

院線、鶴嶺循環市立病院線、東部循環市立病院線の

３路線の運行改善を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-04-301

ハード

継続拡充

事業主体 市

指標

運行改善

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

コミュニティバス運
行事業

3ルート

3ルート

実績１９年度

1ルート環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

ＪＲ東海道本線の貨
物線旅客線化の促進

都市政策課

　鉄道輸送をその効率性だけでなく、高齢社会にふ

さわしく環境にもやさしい交通手段として位置付

け、JR東海道本線の輸送力増強を促進するため、

湘南新宿ライナー及び湘南ライナーの増発による本

格的な貨物線の旅客線化を平成２１年度以降も関係

機関に継続して要望活動を行うものです。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-04-302

ハード

継　続

事業主体 民間

指標

ＪＲ東日本への要
望回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

ＪＲ東海道本線の貨
物線旅客線化の促進

1回

1回

実績１９年度

1回環境に配慮したまちづくりの推進
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

ＪＲ相模線の複線化
の整備促進

都市政策課

　JR相模線の全線複線化の早期実現を目指し、輸

送力増強を促進するとともに、沿線地域の発展を図

ることを目的に関係機関に要望活動を行います。

　平成２１年度からは、香川駅周辺整備計画との整

合性を図りつつ段階的整備に向けた検討を行いま

す。　

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-04-303

ハード

継　続

事業主体 民間

指標

検討会議開催回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

ＪＲ相模線の複線化
の整備促進

11回

11回

実績１９年度

11回環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

ＪＲ相模線の各私鉄
との相互乗り入れ要
請

都市政策課

　本市の都心への重要なアクセス手段としてのみで

なく、本市北部のまちづくりの発展に大きく寄与さ

せるため、相模鉄道の相模線への乗入れや、相模鉄

道いずみ野線の湘南台以西茅ヶ崎市内から平塚方面

への延伸を平成２１年度以降も粘り強く関係機関に

要望します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-04-304

ハード

継　続

事業主体 民間

指標

相模鉄道への要望
回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

ＪＲ相模線の各私鉄
との相互乗り入れ要
請

1回

1回

実績１９年度

1回環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

（仮称）西久保駅の
設置要請

都市政策課

　JR相模線沿線の地域開発を核とする都市政策上

の視点と、茅ヶ崎駅に集中する道路交通の一部を鉄

道交通に振り分け、駅周辺の交通混雑解消を目的と

した交通施策上の視点からＪＲ相模線の香川駅・北

茅ヶ崎駅間に新駅を設置するとともに、この新駅を

核とした土地区画整理事業による計画的な市街地作

りと鶴が台団地との調和を図り、賑わいのある拠点

地区づくりを進めます。

　平成２１年度についても神奈川県鉄道輸送力増強

促進会議及び相模線複線化等促進期成同盟会を通

じ、要望活動を行っていきます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-04-305

ハード

継　続

事業主体 市・民間

指標

ＪＲ東日本への要
望回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

（仮称）西久保駅の
設置要請

1回

1回

実績１９年度

1回環境に配慮したまちづくりの推進
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

ＪＲ茅ヶ崎駅ホーム
の拡幅要請

都市政策課

　茅ヶ崎駅はホームが狭あいのため通勤通学のピー

ク時には大変混雑し利用者に不便をかけています。

今後、公共交通利用促進の視点から、一層の輸送力

増強を図る中で、利用者の安全対策は必要不可欠な

要素です。また、高齢社会にふさわしく環境に優し

い交通手段としての鉄道輸送力に依存する傾向は強

まると考えられ、新たな時代にふさわしい安全で快

適な鉄道整備の促進が求められています。

　茅ヶ崎駅の乗降客数が増加しているなか、平成

２１年度も引き続き、JR東海道線茅ヶ崎駅ホーム

の拡幅を関係機関に要望します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-04-401

ハード

継　続

事業主体 民間

指標

ＪＲ東日本への要
望回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

ＪＲ茅ヶ崎駅ホーム
の拡幅要請

1回

1回

実績１９年度

1回安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

茅ヶ崎市乗合交通整
備計画推進事業（ノ
ンステップバスの導
入促進）

都市政策課

　神奈川中央交通、茅ヶ崎営業所にある路線バス

は、８１台あり、交通事業者の計画の中で１年に数

台のノンステップバスの購入が行われています。人

にやさしい公共交通機関の整備として、バス事業者

に対し新規購入車のノンステップ化を要請してきま

したが進んでおりません。また、移動円滑化の促進

に関する基本方針でバス総車両の３０％について

は、平成２２年までに、ノンステップバスとすると

なっていることから、平成２１年度からは、国の補

助金制度を活用し、ノンステップバスの導入促進を

図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-04-402

ハード

継続拡充

事業主体 民間

指標

ノンステップバス
の導入率

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

茅ヶ崎市乗合交通整
備計画推進事業（ノ
ンステップバスの導
入促進）

24％

30％

実績１９年度

6台環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

ちがさき自転車プラ
ン推進事業（自転車
走行環境調査）

都市政策課

　平成２０年度に「ちがさき自転車走行環境調査委

員会」で実施した市内主要幹線道路の自転車走行環

境調査結果を基礎として、平成２１年度は自転車走

行環境調査を実施します。また、利用目的別の自転

車ネットワークの検討を行い、ルートの安全性・快

適性の情報や地域資源の情報などを記載した自転車

地図の作成を行います。

　平成２２年度は、２１年度の調査結果に基づき、

整備に向けた具体的方策を検討します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-04-404

ハード

新　規

事業主体 県・市

指標

事業の進捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

ちがさき自転車プラ
ン推進事業（自転車
走行環境調査）

調査

検討

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進
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第１節　利便性の高い都市基盤づくり

１－５　公共下水道

１　目　標

市街化区域内の汚水整備率及び水洗化普及率１００％を達成します。
雨水施設の計画的整備を順次行い、早期に浸水地区を解消します。
下水道施設の次世代に向けた適正な維持管理を行います。

●
●
●

（１）公共下水道の整備
（２）下水道施設の維持管理
（３）下水道施設に関する指導・啓発

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

公共下水道整備事業

下水道建設課

　本市における公共下水道事業は、昭和３８年度に

事業着手し、継続して公共下水道管（汚水・雨水）

の布設、ポンプ場の整備など都市基盤の整備を目的

に事業を進めています。

　第５次実施計画期間では大雨時における浸水被害

の軽減を図るために、浜竹雨水幹線、萩園第二雨水

幹線及び小規模ポンプ施設などの整備を重点的に進

めていきます。また、他の浸水区域においては、早

期に事業着手が図れるよう設計委託を進めます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-05-101

ハード

継　続

事業主体 市

指標

事業認可面積に対
する汚水面整備率
全体雨水幹線延長
に対する雨水幹線
整備率

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

公共下水道整備事業

97％・91％

97％・92％

実績１９年度

97.5％・85％環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

合流改善事業

下水道建設課

　全体事業としては合流区域である中海岸、東海

岸、松ヶ丘、浜須賀の4処理区を対象として貯留管

の設置を行うものです。貯留管の設置は、放流され

る汚濁負荷量を分流並みにし、更には各雨水吐から

の未処理放流水の放流回数の半減を図るために、国

道１３４号地下に内径3,750mmの貯留管1,050m

（貯留量11,600㎥）と、内径2,600mmの貯留管

1,380m（貯留量7,300㎥）の設置を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-05-102

ハード

継　続

事業主体 市

指標

削減目標に対する
汚濁負荷の削減量

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

合流改善事業

61％

61％

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

下町屋ポンプ場整備
事業

下水道建設課

　浜之郷排水区内の浸水解消のため、現在ある下町

屋ポンプ場敷地内に、排水能力６．２５㎥／秒の雨

水ポンプを整備します。

事業実施年度 ２１年度 なし

2-01-05-105

ハード

継　続

事業主体 市

指標

下町屋ポンプ場整
備

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

下町屋ポンプ場整備
事業

整備完了

－

実績１９年度

土木工事実施安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

相模川流域下水道促
進事業

下水道総務課

　流域下水道区域（９市３町）から流入する汚水を

処理するための終末処理施設の増設並びに補修・改

築・更新工事等に要する費用を負担し、施設整備を

図ることにより 公共水域の水質汚染の防止並びに

生活環境の改善に努めます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-05-106

ハード

継　続

事業主体 県

指標

各年度予定事業の
進捗率

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

相模川流域下水道促
進事業

100％

100％

実績１９年度

100％環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

下水道整備計画の策
定

下水道建設課

　限られた財源の中で下水道整備を効率的・効果的

に進めるため、優先順位、費用対効果等を勘案し

て、浸水対策、生活排水処理、合流式下水道の改

善、地震対策、下水道施設の改築などの重点施策を

とりまとめた総合的な下水道整備計画を策定しま

す。

事業実施年度 ２１年度 なし

2-01-05-107

ハード

継　続

事業主体 市

指標

下水道整備計画の
策定

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

下水道整備計画の策
定

計画策定

－

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進
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　２－１－５　公共下水道　第２章　自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

地震対策の推進

下水道建設課

　防災目標、減災目標を達成するための耐震対策を

網羅できる「下水道地震対策整備計画」を策定し、

さらに緊急性や対策の内容により、「下水道緊急地

震対策計画」、「中長期計画」、「下水道減災対策

計画」を策定し、耐震化・減災化工事を順次行って

いきます。

　本市は大規模地震対策特別措置法に基づく地震防

災対策強化地域のため、第５次実施計画期間では

「下水道緊急地震対策整備計画」に基づき、下水道

地震対策緊急整備事業として国の同意を得て、緊急

かつ重点的に耐震化・減災化工事を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-05-108

ハード

継　続

事業主体 市

指標

５ヶ年計画に対す
る耐震化工事の進
捗率

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

地震対策の推進

22％

49％

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

排水不良地区の解消
事業

下水道管理課

　公共下水道雨水渠の未整備地域や排水不良地区の

浸水災害の軽減と環境浄化を図るため、一般排水路

の新設、改良工事を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-05-202

ハード

継　続

事業主体 市

指標

排水不良地区の整
備延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

排水不良地区の解消
事業

413ｍ

500ｍ

実績１９年度

354ｍ安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

下水道施設の改築・
修繕

下水道建設課

　本市の公共下水道事業は昭和３８年度に事業着手

して以来、４５年が経過し、老朽化・劣化等によ

り、道路陥没や地下水の流入など様々な問題が生じ

ており、これらの施設が適正な機能を発揮し続けて

いくために、管路やポンプ場等の改築・修繕等を計

画的、効率的に進める必要があります。

　第５次実施計画期間では、管渠の資産台帳作成業

務を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-05-204

ハード

継　続

事業主体 市

指標

資産台帳作成割合

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

下水道施設の改築・
修繕

36％

64％

実績１９年度

15％安全・安心なまちづくりの推進
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　２－１－５　公共下水道　第２章　自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

下水道施設情報シス
テム構築事業

下水道管理課

　中央局（今宿ポンプ場）の監視機能の機能増設を

行い（平成１９年度実施済）、中央局と連携の取れ

ていない４子局（汚水ポンプ、平成２０年度施工予

定）、８子局（雨水ポンプ）及び４雨水吐の機器の

動作状況を常時監視するシステムを構築するもので

す。

　第５次実施計画期間では、平成２１年度に２子局

（雨水ポンプ）、平成２２年度に２子局（雨水ポン

プ）を連携するシステムを構築します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-05-205

ハード

継　続

事業主体 市

指標

連携システム構築
状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

下水道施設情報シス
テム構築事業

2子局

2子局

実績１９年度

中央監視機能増設安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

地方公営企業法適用
移行事務

下水道総務課

　下水道事業の経営状況や下水道使用料に評価を与

えるための判断材料を市民に提供するとともに、下

水道事業経営者としての説明責任を果たせるだけの

経営基盤を確立するためには、地方公営企業法を下

水道事業に適用（以下、法適化という。）すること

が、必要となります。

　平成２１・２２年度については、平成２０年度に

策定される法適用基本方針に基づき、主に資産調査

事務を中心に作業を進めるとともに、法適化に伴う

組織体制の調整及び経費区分の詳細検証を行いま

す。

　平成２４年度の法適化移行を目指します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-05-206

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

法適化移行事務

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

地方公営企業法適用
移行事務

32％

64％

実績１９年度

－

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

不明水調査及び管更
生事業

下水道管理課

　下水道管渠への不明水の浸入対策については、下

水道管渠の流下能力を確保するうえで必至であり、

不明水調査を行い不具合箇所の管更生工事を実施す

ることにより、流下能力の確保を行うものです。ま

た、管渠の破損に起因した道路内等における不測の

陥没事故を防止するものです。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-01-05-207

ハード

新　規

事業主体 市

指標

管更正延長距離

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

不明水調査及び管更
生事業

4,100ｍ

4,100ｍ

実績１９年度

5,346ｍ安全・安心なまちづくりの推進
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　２－１－５　公共下水道　第２章　自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

下水道長寿命化計画
策定事業

下水道管理課

　下水道施設の老朽化による事故や機能停止を未然

に防止するため、予防保全的な管理及び更正工法ま

たは部分取り替え等により、既存施設を活用し、耐

用年数の延伸やライフサイクルコストの縮減を図る

ための計画を策定し、実施します。

　平成２２年度は、下水道施設の改築・修繕事業及

び地方公営企業法適用移行事務によって作成される

資産台帳を基に点検・調査を実施します。

　平成２３年度に下水道長寿命化計画の策定を目指

します。

事業実施年度 なし ２２年度

2-01-05-208

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

点検・調査の実施

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

下水道長寿命化計画
策定事業

－

完了

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進
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第２節　居住性の高い生活環境づくり

２－１　居住環境

１　目　標

生活関連施設等の整備を図り、安全で快適な環境づくりを進め、福祉にやさ
しいまちをつくります。

●

（１）生活関連施設の充実
（２）秩序あるまちづくり
（３）良質な住宅・宅地の供給
（４）福祉にやさしいまちづくり

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

生け垣奨励事業

建築指導課

　「茅ヶ崎市生け垣の奨励及び危険ブロック塀等解

消の促進に関する要綱」に基づき、基準にあわない

塀や老朽化した塀等を生け垣に転換して築造する

人、住宅の建築時等に新たに生け垣を築造する人に

その費用の一部を助成します。

　助成率　工事標準額の７０％　

　　（狭あい道路の場合　工事標準額の１７．

５％）

（関連事業：危険ブロック改善への助成、狭あい道

路整備事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-01-101

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

年間助成件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

生け垣奨励事業

20件

15件

実績１９年度

11件安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

ポケットパークの整
備事業

公園みどり課

　市民が気軽に休憩し、語らう場としての空間の確

保と緑の提供を図るため、道路建設等に伴う残地を

活用し、周囲の環境に配慮した植栽やベンチ等を整

備します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-01-102

ハード

継　続

事業主体 市

指標

ポケットパーク整
備箇所数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

ポケットパークの整
備事業

1ヶ所

1ヶ所

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進
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　２－２－１　居住環境　第２章　自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

堤地内排水管布設事
業

下水道管理課

　最終処分場周辺地域は、自然に恵まれている反

面、公共下水道未整備地域のため、利便性や安全性

に欠けているため、地域内排水不良地区の整備を図

り、地元住民の安全で快適な生活環境を確保しま

す。

事業実施年度 ２１年度 なし

2-02-01-103

ハード

新　規

事業主体 市

指標

排水管布設延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

堤地内排水管布設事
業

300ｍ

－

実績１９年度

－

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市営住宅の整備(借
上型市営住宅）

建築課

　公共賃貸住宅のひとつとして、住宅に困窮する

ファミリー世帯や高齢者世帯に対し、良質な賃貸住

宅を供給するため、民間事業者の住宅を借り上げ、

供給を目指します。団地の選定にあたっては、地域

性、利便性等市民ニーズを考慮するとともに、需要

バランスにも考慮します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-01-301

ハード

継　続

事業主体 市・民間

指標

借り上げ型市営住
宅整備戸数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市営住宅の整備(借
上型市営住宅）

20戸

20戸

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

「(仮称）茅ヶ崎市
土地利用基本条例」
の制定

都市計画課

　ちがさき都市マスタープランを実現していくため

のまちづくりの施策として、本市の土地利用の課題

に対応する理念や基本原則、土地利用の調整に係る

基本方針や住民参加の原則を明確にするとともに、

まちづくりに関する計画間調整や条例間調整の機能

充実を図るため、新たな条例を策定します。

　平成２２年度条例施行を目指します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-01-303

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

条例策定の状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

「(仮称）茅ヶ崎市
土地利用基本条例」
の制定

案に対する意見聴取

条例施行

実績１９年度

条例構成検討
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　２－２－１　居住環境　第２章　自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市営住宅の整備（市
営住宅建替）

建築課

　公共賃貸住宅のひとつとして、住宅に困窮する

ファミリー世帯や高齢者世帯に対し、良質な賃貸住

宅を供給します。

　市営住宅の中でも香川・高田住宅の内２階連戸建

棟（香川２４戸、高田７８戸）は、昭和４０年代初

めに建てられたもので、耐用年数により老朽化が進

んでいます。利便性等市民ニーズを考慮するととも

に、安全面に考慮した計画的な建て替えをしていく

ために、小和田三丁目地区県有地を施設整備のため

に用地購入し、市営住宅を建設します。

　平成２５年度に供用開始します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-01-304

ハード

新　規

事業主体 市

指標

市営住宅建設の進
捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市営住宅の整備（市
営住宅建替）

基本設計

実施設計

実績１９年度

－公共施設整備・再編計画
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第２節　居住性の高い生活環境づくり

２－２　生活道路

１　目　標

安全で快適な生活環境を確保するため、生活道路を整備し、都市機能を充実
します。

●

（１）安全で快適な生活道路の整備
（２）人にやさしい道づくり
（３）道路管理体制の充実

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

狭あい道路整備事業

道路管理課

　「建築基準法第４２条第２項」及び「茅ヶ崎市生

け垣の奨励及び危険ブロック塀等の解消の促進に関

する要綱」の適用を受けて、後退用地を取得・整備

し、交通・災害等の都市機能の向上を図り、あわせ

て安全・安心な住みよいまちづくりを推進するもの

です。

（関連事業：危険ブロック改善への助成、生け垣奨

励事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-02-102

ハード

継　続

事業主体 市

指標

後退用地の取得面
積

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

狭あい道路整備事業

3,300㎡

3,400㎡

実績１９年度

3,258㎡安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

鶴嶺参道（市道
５６３４号線）整
備事業

道路管理課

　鶴嶺八幡社参道（市道５６３４号線）は、延長約

７４０ｍ、幅員約９ｍ～１０ｍの市道で道路両側

の松並木が市の天然記念物に指定されています。

　公共下水道整備事業完了後、平成２１年度から平

成２３年度の３箇年を事業期間として、両側に歩道

を配置した道路として整備します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-02-103

ハード

継　続

事業主体 市

指標

道路整備延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

鶴嶺参道（市道
５６３４号線）整備
事業

240ｍ

240ｍ

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進
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　２－２－２　生活道路　第２章　自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市道０２１７号線
（旧遠藤茅ヶ崎線）
歩道整備事業

道路管理課

　国道１号より小出地区へ通じる重要路線で国道１

号より千の川橋までの区間は、歩車道の分離がされ

ていない箇所があり、交通量の増加に伴い、歩行者

の通行に危険が生じている状況から歩道を設置し安

全確保を図るものです。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-02-106

ハード

継　続

事業主体 市

指標

歩道設置の進捗状
況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市道０２１７号線
（旧遠藤茅ヶ崎線）
歩道整備事業

歩道112ｍ設置

用地購入・補償

実績１９年度

用地購入・補償安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市道０１１０号線・
６３４２号線等道路
改良事業

道路建設課

　最終処分場周辺地域内における生活道路につい

て、堤坂下交差点の改良及び市道６３４２号線・

６４４２号線の整備を実施し、安全で快適な生活環

境の確保を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-02-107

ハード

継　続

事業主体 市

指標

道路整備延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市道０１１０号線・
６３４２号線等道路
改良事業

65ｍ

115ｍ

実績１９年度

140m安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市道７２６３号線道
路整備事業

道路管理課

　本付け替え道路は、計画有効幅員を４ｍとして平

成１６年度から２０年度の４カ年にて整備するもの

であり基本的な費用負担割合を神奈川県３／４・

茅ヶ崎市１／４としています。また、道路縦断線形

はＪＲ相模線の架け替えされるＪＲ橋とのアンダー

パスとして立体交差とします。工事の施工につきま

しては、JR東日本旅客鉄道株式会社に委託して事

業を実施します。また、付替道路の進捗に併せて取

り付け道路等の面的整備を図ります。

事業実施年度 なし ２２年度

2-02-02-109

ハード

継　続

事業主体 市・県

指標

事業の進捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市道７２６３号線道
路整備事業

－

用地買収

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

矢畑萩園線歩道設置
事業

道路管理課

　矢畑肥地力交差点より新鶴嶺橋までの区間の既存

歩道幅員１．０ｍを２．０ｍに拡幅し、新鶴嶺橋よ

り今宿小学校入り口までの南側区間の 既存歩道幅

員１．０ｍを２．５ｍに拡幅し、歩道の段差解消及

 び起伏整備を行います。　

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-02-201

ハード

継　続

事業主体 市

指標

歩道整備延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

矢畑萩園線歩道設置
事業

40ｍ

330ｍ

実績１９年度

60ｍ安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

歩道段差改良事業

道路管理課

　既存道路における歩車道の段差解消及び起伏整備

を行うものです。

　第５次実施計画期間では、既存歩道の段差解消等

工事施工を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-02-202

ハード

継　続

事業主体 市

指標

道路工事施工箇所
数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

歩道段差改良事業

13ヶ所

19ヶ所

実績１９年度

43ヶ所安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

茅ヶ崎駅周辺整備事
業

道路建設課

　本地区は都市施設や商業・文化施設が集中し、市

の中心を形成する地域で「あんしん歩行エリア」と

して指定されている区域内でもありますが、近年の

自動車等交通量の増加に伴い、地区内の自転車・歩

行者が危険な状況にさらされています。このため歩

車道の分離がされた道路では電線類の地中化、それ

以外では歩道と車道とが明確に利用出来るよう整備

を行い、安全で快適な歩行空間を確保すると共に防

災機能の向上を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-02-205

ハード

継　続

事業主体 市

指標

電線地中線化工事
施工延長
駅前歩道工事施工
延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

茅ヶ崎駅周辺整備事
業

117m・－

224m・100ｍ

実績１９年度

82m・－安全・安心なまちづくりの推進
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市道０１１０号線歩
道設置事業

道路管理課

　本路線は、歩車道の分離がされていない道路であ

り、近年の交通量の増加に伴い、歩行者等の通行に

危険が生じている状況から両側２ｍの歩道を設置

し、安全の確保を図ります。

　堤３３９５番地から堤３７８６番地までの５５０

 ｍの区間において歩道設置を行います。　

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-02-206

ハード

継　続

事業主体 市

指標

延べ歩道設置延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市道０１１０号線歩
道設置事業

276ｍ

120ｍ

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

道路施設落書き抑制
事業

道路管理課

　市民活動団体との協働事業として、道路施設への

落書き抑制を目的にアートペイントを実施します。

事業実施年度 ２１年度 なし

2-02-02-207

ソフト

新　規

事業主体 市・民間

指標

アートペイント実
施箇所数

①

②

③

行政提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

道路施設落書き抑制
事業

２ヶ所

－

実績１９年度

－
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第２節　居住性の高い生活環境づくり

２－３　公園・緑地

１　目　標

都市環境の保全や自然との共生を図り、地域の特性を活かした公園・緑地を
整備します。
安全で安心できるまちづくりをするため、防災機能をもった公園を整備しま
す。

●

●

（１）広域公園の整備
（２）基幹公園の整備
（３）地域の特性を活かした公園の整備
（４）防災機能を有する公園の整備
（５）既存公園の整備
（６）緑地の整備

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

県立茅ヶ崎里山公園
整備の促進

国県事業対策課

　県立茅ヶ崎里山公園は、北部地区の自然環境を生

かしたスポーツ・レクリエーション、自然体験・イ

ベント等に利用できる広域公園として整備が行われ

ています。今後の施設整備、管理運営や利用のあり

方等については、市民、関係団体、行政等で構成さ

れる茅ヶ崎里山公園協議会で協議され、進められて

います。引き続き全面開園に向けた整備の促進を要

望していきます。

　また、公園整備の方向性についても、市民の方々

や公園利用者にしっかりとした情報提供がされるよ

う、要望していきます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-03-101

ハード

継　続

事業主体 県

指標

要望回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

県立茅ヶ崎里山公園
整備の促進

10回

10回

実績１９年度

5回環境に配慮したまちづくりの推進
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

近隣公園・街区公園
の整備事業 

公園みどり課

　市民生活に安らぎと潤いをもたらすばかりでな

く、多様なニーズに対応することを目的に近隣公

園、街区公園を設置します。

　公園を設置する場合は、地元の意向を把握すると

ともに、管理面での協力をお願いしながら整備しま

す。また、開発による提供公園については、開発業

者と協議のうえ、まち並みにあった公園づくりの整

備を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-03-201

ハード

継　続

事業主体 市・民間

指標

市による公園整
備・開発行為によ
る提供公園整備

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

近隣公園・街区公園
の整備事業 

3ヶ所・0ヶ所

1ヶ所・2ヶ所

実績１９年度

3ヶ所・0ヶ所環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

既存公園の点検、改
修整備

公園みどり課

　幼児からお年寄りまで幅広い年齢層の方々が、安

心して利用できる憩いの場となるよう、老朽化した

公園施設の整備を図ります。

　市内の公園、緑地は約１６０ヶ所ありますが、遊

具については、今後、専門的な点検を実施する中

で、老朽化の激しいものについて相当数の交換の必

要が見込まれます。そのため、対象となる遊具につ

いて計画的な交換、改修を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-03-205

ハード

新　規

事業主体 市

指標

交換遊具数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

既存公園の点検、改
修整備

12基

12基

実績１９年度

－

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市営浜須賀プール施
設改修事業

公園みどり課

　市営浜須賀プールは昭和４０年に開設されてお

り、経年劣化による施設の老朽化が進行し、公共施

設整備・再編計画においても、管理棟の建て替え及

びプール施設の計画的な改修を行うこととしていま

す。

　平成２２年度に施設改修のための詳細設計を行

い、平成２３年度に管理棟の建て替え及び老朽化し

たプール施設の改修を実施します。

事業実施年度 なし ２２年度

2-02-03-206

ハード

新　規

事業主体 市

指標

プール管理棟等の
詳細設計

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市営浜須賀プール施
設改修事業

－

詳細設計

実績１９年度

－公共施設整備・再編計画
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第２節　居住性の高い生活環境づくり

２－４　都市景観

１　目　標

市民、事業者、行政が協力しながら地域の特性を活かした魅力ある景観を守
り、育て、創造し、快適環境都市を実現します。

●

（１）景観まちづくりの推進
（２）景観まちづくりの支援
（３）公共施設の景観整備
（４）景観まちづくりの普及・啓発

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

（仮称）茅ヶ崎市屋
外広告物条例の制定

景観まちづくり課

　茅ヶ崎の屋外広告物規制の課題や設置されている

広告物の現況を把握し、茅ヶ崎市景観計画に則した

市独自の屋外広告物条例を制定します。

　課題、現況を踏まえて、神奈川県や関係機関との

調整を行い条例原案を作成します。

　パブリックコメントを経て、条例案を茅ヶ崎市議

会に付議し、公布・周知期間を経て、平成２３年４

月に条例を施行します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-04-106

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

条例の公布・周知

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

（仮称）茅ヶ崎市屋
外広告物条例の制定

条例原案の作成

公布・周知

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

（仮称）茅ヶ崎市公
共サインガイドライ
ンの策定

景観まちづくり課

　市内の公共サインの現況把握と課題の抽出を行

い、茅ヶ崎市に相応しい公共サインを設置するた

め、ちがさき丸ごとふるさと発見博物館事業と連携

し、現存する市内の案内板等の活用も含めた茅ヶ崎

らしい公共サインの調査研究を行い報告書を作成し

ます。報告書を基に、行政拠点地区再整備との調整

を図りながらガイドライン原案を作成し、市民意見

の聴取を行いながら、ガイドラインを作成します。

（関連事業：ちがさき丸ごとふるさと発見博物館事

業、行政拠点地区再整備）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-04-107

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

ちがさき丸ごとふ
るさと発見博物館
事業との連携体制
の構築。現況及び
課題の抽出

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

（仮称）茅ヶ崎市公
共サインガイドライ
ンの策定

現況・課題調査

連携方針の確定

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

特別景観まちづくり
地区の指定（茅ヶ崎
漁港周辺地区）

景観まちづくり課

　茅ヶ崎市景観計画の景観拠点で、茅ヶ崎海岸グラ

ンドプランによる土地利用や景観形成の検討が進む

茅ヶ崎漁港周辺地区について、平成２０年４月に策

定した茅ヶ崎海岸グランドプラン推進事業計画に定

められた景観誘導の内容を茅ヶ崎市景観計画に位置

づけ、景観法に基づく規制誘導により拠点に相応し

い景観形成の推進を図ります。

（関連事業：特別景観まちづくり地区の景観形成事

業、茅ヶ崎海岸グランドプラン推進事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-04-108

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

景観計画の変更・
告示

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

特別景観まちづくり
地区の指定（茅ヶ崎
漁港周辺地区）

－

変更・告示

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

特別景観まちづくり
 地区の指定（浜見

平地区）

景観まちづくり課

　茅ヶ崎市景観計画に定めた景観拠点である浜見平

地区について、茅ヶ崎市景観条例の規定による特別

景観まちづくり地区として定め、平成２０年５月に

策定した浜見平地区都市デザインガイドラインの内

容を茅ヶ崎市景観計画に位置づけて、景観計画を更

新すると共に、さらに規制を担保するために手法を

検討します。

（関連事業：浜見平地区拠点整備事業、特別景観ま

ちづくり地区の景観形成事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-04-109

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

景観計画の変更・
告示

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

特別景観まちづくり
 地区の指定（浜見

平地区）

－

変更・告示

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

（仮称）まちづくり
センターの調査研究

景観まちづくり課

　景観法を活用し、市民・事業者・行政が連携・協

働してまちづくりを進めるため、都市景観の側面か

ら本市のまちづくりを総合的にとらえ、専門的な知

識の裏付けをもって事業展開することによって、行

政だけでは為し得ない住民主導型のきめ細やかなま

ちづくりを持続的に推進できる組織の設立につい

て、調査研究を行います。

　また、既存の「げんき基金」や「緑のまちづくり

基金」との整合性を図りながら景観法活用を踏まえ

た新たな基金設置について調査・研究を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-04-110

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

調査研究報告書の
作成
意志決定

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

（仮称）まちづくり
センターの調査研究

調査研究報告書

意志決定

実績１９年度

－
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

特別景観まちづくり
地区の景観形成事業

景観まちづくり課

　茅ヶ崎駅北口周辺地区は、平成１３年６月に茅ヶ

崎市都市景観まちづくり条例に基づく「特別景観ま

ちづくり地区」に指定して以来、景観に配慮した建

築物や屋外広告物の規制・誘導を図ってきました。

　平成２０年１０月に施行された茅ヶ崎市景観計画

及び茅ヶ崎市景観条例により、より法的な担保を

持った規制・誘導が可能となりましたが、これらの

制度を継続して推進するとともに、より充実した景

観形成を図るため、地区表示板の設置、植栽の整備

等を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-04-111

ハード

新　規

事業主体 市

指標

地区標示板の設置
箇所数
高木植樹箇所数
低木植樹箇所数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

特別景観まちづくり
地区の景観形成事業

2ヶ所・2ヶ所・4ヶ所

2ヶ所・2ヶ所・4ヶ所

実績１９年度

0ヶ所・1ヶ所・0ヶ所環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

歴史的建造物等の保
全・活性化に関する
事業

景観まちづくり課

　近年の新たな開発行為や土地所有者の相続発生等

により、歴史的建造物等の景観要素が急速に失われ

つつあります。歴史的建造物やその庭園の継続的な

保全、活性化を図ることにより、本市の地域イメー

ジを高め、地元住民の積極的なまちづくりへの参

加、地場産業の活性化、来訪者数の増加等を目指し

ます。

　また、景観法第１９条第１項に基づく景観重要建

造物の指定も行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-04-112

ソフト

新　規

事業主体 民間

指標

歴史的建造物等の
継続的な保全・活
性化策の検討

①

②

③

市民提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

歴史的建造物等の保
全・活性化に関する
事業

対象の抽出

保全活動

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

景観重要樹木の指定

景観まちづくり課

　茅ヶ崎市の歴史・文化などの特性が表れ、地域の

シンボルとして市民や来訪者に親しまれている樹木

で、道路やその他公共の場所から誰もが容易に見る

ことができるものを、景観法第２８条第１項に基づ

いて景観重要樹木として指定し、当該樹木を中心と

した良好な景観の保全と形成を図るため、当該樹木

の所有者に維持管理に必要な経費の助成を行いま

す。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-02-04-113

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

景観重要樹木の指
定本数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

景観重要樹木の指定

5本

5本

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進
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第３節　自然との共生によるまちづくり

３－１　里　山

１　目　標

貴重な里山の自然環境を保全し、自然と人がふれあう憩いの場を創出しま　
す。

●

（１）里山の土地空間の保全と活用
（２）里山の生態系の保全
（３）里山の自然保護意識の高揚

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市民の森再整備事業

公園みどり課

　自然を生かした特色ある緑地として、また、自然

観察や自然体験、あそび体験のできる場として、市

民ワーキングでボランティアによる手作りでの整備

を継続していくとともに、老朽化した管理棟の建て

替えを検討していきます。

（関連事業：清水谷・市民の森の法制度活用による

保全事業、冒険遊び場事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-01-103

ハード

継続拡充

事業主体 市

指標

再整備ワーキング
実施回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市民の森再整備事業

12回

12回

実績１９年度

15回環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

清水谷・市民の森の
法制度活用による保
全事業

公園みどり課

　みどりの基本計画の策定に伴い、法制度を活用

し、清水谷の谷戸環境や市民の森の樹林を保全しま

す。

（関連事業：市民の森再整備事業、冒険遊び場事

業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-01-105

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

自然環境調査・用
地測量

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

清水谷・市民の森の
法制度活用による保
全事業

調査

測量

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進
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第３節　自然との共生によるまちづくり

３－２　海　岸

１　目　標

豊かな海浜を保全し、海岸の秩序ある利用とレクリエーション環境の創出に
つとめます。

●

（１）砂浜の回復
（２）海岸の自然の保全
（３）海岸の秩序ある利用
（４）レクリエーション環境の整備
（５）海岸の自然保護意識の高揚

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

海岸侵食防止対策

海浜課

　侵食の進んだ海岸に砂浜を回復させるための事業

を実施し、豊かな海岸線を再生するよう、引き続

き、国、県に要望します。

　事業の推進にあたりましては、市民の皆さま等か

らのご意見をいただきながら、引き続き、これ以上

の構造物に頼ることの無いよう、また、使用する土

砂につきましては環境面からのモニタリングを行い

ながら事業を推進するよう要望してまいります。

（関連事業：海岸侵食防止対策事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-02-101

ソフト

継　続

事業主体 国・県

指標

国・県への要望回
数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

海岸侵食防止対策

2回

2回

実績１９年度

2回環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

海岸侵食防止対策事
業

海浜課

　漁港西側に堆積する砂を市の事業により掘削集積

し、県と連携し侵食の著しい中海岸へ運搬し、養浜

を行います。

（関連事業：海岸侵食防止対策、漁港航路浚渫事

業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-02-103

ハード

継　続

事業主体 市

指標

中海岸への砂の運
搬量

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

海岸侵食防止対策事
業

3,000㎥

3,000㎥

実績１９年度

3,000㎥環境に配慮したまちづくりの推進
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　２－３－２　海　岸　第２章　自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

茅ヶ崎海岸グランド
プラン推進事業

企画調整課

　「海水浴場周辺整備基本計画」の作成後は、各事

業プログラムを事業実施担当課へ引き継ぐととも

に、本プラン推進の全体的な進行管理を行います。
 

また、グランドプラン推進の主導的な役割を担う

（仮称）海岸づくり推進機構の設立に関する検討を

行います。

（関連事業：特別景観まちづくり地区の指定（漁港

周辺地区）、海岸利便施設の設置）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-02-302

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

実施事業プログラ
ム（短期）の進捗
状況
（着手又は完了事
業数）

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

茅ヶ崎海岸グランド
プラン推進事業

2事業

1事業

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

漁港航路浚渫事業

海浜課

　茅ヶ崎漁港の航路が堆積土で埋まりつつあること

から、浚渫を行い船舶の安全を確保します。

（関連事業：海岸侵食防止対策事業）

事業実施年度 ２１年度 なし

2-03-02-303

ハード

新　規

事業主体 市

指標

航路浚渫工事

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

漁港航路浚渫事業

工事完了

－

実績１９年度

－

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

漁港区域整備基本構
想に基づく整備

海浜課

　漁港区域整備基本構想に基づき、国有地払い下げ

に向けての道路整備及び景観形成のための調整を図

ります。

　平成２１年度：道路工事

　平成２２年度：無電柱化に向けた調整

（関連事業：茅ヶ崎海岸グランドプラン推進事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-02-402

ハード

継　続

事業主体 市

指標

各年度の予定事業
の進捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

漁港区域整備基本構
想に基づく整備

工事完了

調整完了

実績１９年度

－産業の活性化と雇用の創出
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第３節　自然との共生によるまちづくり

３－３　河　川

１　目　標

川辺の自然と人がふれあえる親しみやすい水辺空間を創造します。
河川改修などの整備を進め、浸水被害を解消します。

●
●

（１）河川の保全と活用
（２）河川の整備
（３）河川の自然保護意識の高揚

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

水辺環境の基本計画
の策定（駒寄川）

下水道建設課

　駒寄川とその流域において、良好な水辺環境を取

り戻すため、地域住民との意見交換会を踏まえ、市

民参加を基軸とした検討委員会を立ち上げ、市民と

協働で整備計画を策定します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-03-101

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

意見交換会

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

水辺環境の基本計画
の策定（駒寄川）

2回

2回

実績１９年度

2回環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

遊水機能土地保全事
業

下水道建設課

　雨水を溜めることにより雨水の流出を抑制し、浸

水被害を軽減するだけでなく、自然環境の維持・保

全にも寄与する、一定基準の遊水機能を保有する土

地の保全を図るため、新たに市街化調整区域も含

め、その土地の所有者に対し、年間１平方メートル

当たり５０円の補助金を交付します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-03-103

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

雨水の貯留可能量

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

遊水機能土地保全事
業

74,226㎥

96,735㎥

実績１９年度

7,024㎥安全・安心なまちづくりの推進
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　２－３－３　河　川　第２章　自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

雨水貯留タンク設置
奨励事業

下水道建設課

　雨水の流出抑制及び雨水の利用のための雨水貯留

タンクの設置を奨励し、都市における浸水被害の軽

減に資するとともに、健全な水循環の再生に寄与す

ることを目的とします。

※補助対象要件を充たし、雨水の流出抑制及び雨水

の利用を目的とした雨水貯留タンクを設置する者に

費用の２分の１（限度額３０，０００円）を補助金

として交付します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-03-104

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

補助基数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

雨水貯留タンク設置
奨励事業

50基

50基

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

駒寄川整備事業

下水道管理課

　相模川左岸農業用水から上流約１，１００ｍの区

間について暫定計画断面での整備を行い、流下断面

の拡幅により流下能力の向上を図り、駒寄川周辺地

域の浸水被害の軽減を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-03-201

ハード

継　続

事業主体 市

指標

暫定整備延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

駒寄川整備事業

124ｍ

124ｍ

実績１９年度

43ｍ安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

千ノ川整備事業（下
水）

下水道建設課

　茅ヶ崎市本村五丁目外浸水被害対策計画に基づ

き、豪雨時における千ノ川上流部の菱沼雨水幹線流

域における浸水被害の軽減を図ります。

　浸水した雨水を上ノ田公園に設置する６，０００

㎥の地下式雨水調整池へ導くことにより、浸水被害

 が多発する本村周辺地区の浸水被害を軽減し、安

心して快適に暮らせる環境を創出します。

事業実施年度 ２１年度 なし

2-03-03-202

ハード

継　続

事業主体 市

指標

地下式雨水調整池
整備にかかる公園
整備工事、事後補
償等

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

千ノ川整備事業（下
水）

完了

－

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進
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　２－３－３　河　川　第２章　自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

相模川の整備促進

国県事業対策課

　相模川河口から神川橋までの国土交通省管理区間

の無堤箇所・弱小堤箇所について、自然環境に配慮

した築堤整備を行うことで、水害から流域住民の生

命と財産を守り安全で安心な生活環境の早期実現を

国・県等に要望します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-03-203

ハード

継　続

事業主体 国

指標

要望回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

相模川の整備促進

20回

20回

実績１９年度

20回安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

小出川の改修整備促
進

国県事業対策課

　流域の急激な都市化により土地の利用形態が大き

く変化し、自然の保水機能が低下していることか

ら、台風や集中豪雨時の雨水放流先である河川につ

いて、自然環境に配慮した多自然型工法による整備

の早期実現、及び浸水被害の軽減を図るため、河床

の堆積土を浚渫し安定した流路を確保するよう、県

等に要望します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-03-204

ハード

継　続

事業主体 県

指標

要望回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

小出川の改修整備促
進

10回

10回

実績１９年度

10回安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

千ノ川整備事業（河
川）

下水道建設課

　茅ヶ崎市水循環水環境千ノ川整備計画に基づき、

千ノ川流域の浸水被害対策として、準用河川千ノ川

の未改修区間及び菱沼雨水幹線の一部の整備を行い

ます。また、親水性に配慮した実施計画を策定しま

す。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-03-205

ハード

継　続

事業主体 市

指標

護岸工事延長

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

千ノ川整備事業（河
川）

－

25m

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進
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　２－３－３　河　川　第２章　自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

駒寄川流路整備、浚
渫事業

下水道管理課

　市管理の準用河川駒寄川は平成１８年度に暫定計

画断面での整備が完了し、引き続き維持管理を行っ

ています。

　堆積土を浚渫し流路を確保することは、浸水被害

を軽減するために必要であり、平成２１年度に堆積

している区間の浚渫及び流路整備を行い、平成２２

年度以降は、順次必要な区間を整備します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-03-206

ハード

新　規

事業主体 市

指標

流路整備工事・浚
渫土処理

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

駒寄川流路整備、浚
渫事業

230m・682ｔ

210m・623ｔ

実績１９年度

－

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

千ノ川流路整備、浚
渫事業（市管理区
間）

下水道管理課

　平成１６年度より順次、千ノ川の堆積土を浚渫し

流路整備を進めていますが、早急に千ノ川流域の浸

水被害を軽減する必要があり、平成２０年度に残り

の区間の浚渫及び流路整備を行い、平成２１年度以

降は順次必要な区間を実施します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-03-207

ハード

新　規

事業主体 市

指標

流路整備工事・浚
渫土処理

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

千ノ川流路整備、浚
渫事業（市管理区
間）

190m・450ｔ

200m・500ｔ

実績１９年度

578m・3,283ｔ

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

千ノ川流路整備、浚
渫事業（県管理区
間）

国県事業対策課

　千ノ川の流路整備、浚渫事業については、河床の

堆積土を浚渫し、安定した流路を確保することで、

流域住民の浸水被害の軽減を図るものです。

　平成２０年度には、鳥井戸橋上流の浚渫工事を実

施しており、平成２１年度以降についても、神奈川

県に対して早期整備の促進を要望します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-03-208

ハード

新　規

事業主体 県

指標

要望回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

千ノ川流路整備、浚
渫事業（県管理区
間）

5回

5回

実績１９年度

5回
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第３節　自然との共生によるまちづくり

３－４　都市緑化

１　目　標

公共施設、民有地などの緑化を進め、緑化の普及・啓発につとめ、緑豊かな
まちをつくります。

●

（１）公共施設等の緑化
（２）民有地の緑化
（３）緑化推進体制の整備
（４）緑化の普及・啓発

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

ｸﾞﾘｰﾝﾊﾞﾝｸ制度によ
る民有地緑化推進事
業

公園みどり課

　市民が引越をする際、不要となった樹木を引き取

り、樹木センターへ移植し、市民に公開し、引き取

りを希望する市民に対して配布します。また、樹木

の譲り受け等の情報をホームページに掲載し、事業

の推進を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-04-205

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

不要樹木の移植本
数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

ｸﾞﾘｰﾝﾊﾞﾝｸ制度によ
る民有地緑化推進事
業

5本

20本

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

記念樹配布事業

公園みどり課

　民有地の緑化を推進するため、住宅の新築の際、

申請に基づき記念樹を配布します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-04-206

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

記念樹配布件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

記念樹配布事業

1,500件

1,500件

実績１９年度

－環境に配慮したまちづくりの推進
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　２－３－４　都市緑化　第２章　自然と都市機能が調和したうるおいのあるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市民緑地の整備

公園みどり課

　樹林の所有者を対象に、都市緑地法の法制度等の

趣旨をご理解いただいたうえで、樹林を市民が利用

できる緑地として整備し、地元住民の協力により維

持管理していきます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-04-303

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

緑地整備箇所数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市民緑地の整備

1ヶ所

1ヶ所

実績１９年度

1ヶ所環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

緑のまちづくり基金
の充実

公園みどり課

　市内に残された貴重なみどりを市民共有の財産と

して保全するため、保全すべき具体的な候補地の選

定をします。また、市民の皆様の募金のみならず、

市も積極的に積み立てていくとともに、市民と事業

者と協力して資金確保の具体的な策について検討し

ます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

2-03-04-401

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

緑のまちづくり基
金積立額
（市積立分）

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

緑のまちづくり基金
の充実

30,000千円

30,000千円

実績１９年度

30,000千円環境に配慮したまちづくりの推進
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第１節　はつらつとした青少年の育成

１－１　家庭教育・地域教育

１　目　標

生涯学習社会の基礎づくりとして、家庭や地域の教育力の充実を図り、様々
な体験活動を通じて「生きぬく力」と「共感する心」を育て、青少年の自立
を支援します。

●

（１）家庭教育の支援
（２）青少年活動の促進
（３）青少年活動支援体制の整備
（４）青少年施設の整備
（５）青少年問題への対応

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

小学校ふれあいプラ
ザ事業

青少年課

　放課後の小学校体育館などを子どもの遊び場とし

て開放し、その小学校に通学している児童全員を対

象に異年齢児童間の交流の促進や自主性、創造性を

養うことを目的に、運営委員会に委託し、学校の開

校日の授業終了後から午後５時（１１月～３月は午

後４時）までを開設時間として、パートナーによる

見守りの中、安全な居場所づくりを開設します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-01-201

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

小学校ふれあいプ
ラザ事業の開設校
数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

小学校ふれあいプラ
ザ事業

18校

18校

実績１９年度

6校次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

冒険遊び場事業

青少年課

　市民の森を実施場所として、禁止事項が少なく、

子どもがのびのびと五感を使い遊べる場を開設しま

す。

（関連事業：市民の森再整備事業、清水谷・市民の

森の法制度活用による保全事業）

事業実施年度 ２１年度 なし

3-01-01-203

ソフト

継　続

事業主体 市・民間

指標

冒険遊び場の開催

①

②

③

行政提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

冒険遊び場事業

9回

－

実績１９年度

9回次世代の育成
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　３－１－１　家庭教育・地域教育　第３章　豊かな文化と明日のたくましい世代を育むまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

青少年広場の整備

青少年課

　青少年の健全な余暇活動と地域活動の育成を図る

ため、青少年広場の借り上げ、施設設置、整備及び

既存広場の維持管理（修繕）を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-01-401

ハード

継　続

事業主体 市

指標

青少年広場設置箇
所数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

青少年広場の整備

29ヶ所

29ヶ所

実績１９年度

28ヶ所次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

野外研修施設の検討

青少年課

　自然の中で、野外活動を通じて子どもたちが自然

に親しみ、規則正しい集団生活をとおして、青少年

の育成を図る研修等を実施するため野外研修施設の

整備を検討します。

　近隣の公的な研修施設の調査研究をすすめ、研修

等に適合する施設を検討します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-01-402

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

庁内関係課による
検討会議開催回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

野外研修施設の検討

5回

5回

実績１９年度

1回次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

海岸青少年会館再整
備事業

青少年課

　耐震性に問題のある既存施設を改築し、バリアフ

リーに対応した利用者に優しい施設とします。現

在、海岸青少年会館と福祉会館が個別館として利用

されていますが、公共施設整備・再編計画に位置づ

けられており、両館の機能を備えた複合施設として

再整備を行う方向で検討します。

　具体的な建て替え場所については、今後、地域住

民や利用者等との協議を進める中で決定します。

　平成２４年度供用開始を目指します。

（関連事業：福祉会館再整備事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-01-404

ハード

新　規

事業主体 市

指標

地域住民、利用者
等からなる検討会
議等の開催回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

海岸青少年会館再整
備事業

2回

2回

実績１９年度

－公共施設整備・再編計画
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　３－１－１　家庭教育・地域教育　第３章　豊かな文化と明日のたくましい世代を育むまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

子どもの安全を守る
都市の推進

青少年課

　子どもの安全を守るため、市内の小学一年生への

防犯ブザー貸与を始め、キャンペーン活動や青少年

団体等との啓発活動を推進するとともに、有害図

書、薬物の防止などを関係機関とも連携して推進し

ていきます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-01-502

ソフト

継　続

事業主体 市・民間

指標

防犯ブザーの貸与
人数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

子どもの安全を守る
都市の推進

2,500人

2,600人

実績１９年度

2,280人次世代の育成
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第１節　はつらつとした青少年の育成

１－２　学校教育

１　目　標

特色ある学校づくりと創造的な教育課程を通して、幅広い視野に立って柔軟
に考え、郷土を愛し、思いやりの心をもって、自ら行動できる子どもを育て
ます。

●

（１）教育内容の充実
（２）教育環境の整備
（３）障害児教育の充実
（４）家庭・地域との連携
（５）幼稚園・保育園との連携

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

教育情報ネットワー
クの構築

教育指導課

　学習指導要領に対応し、茅ヶ崎市の２１世紀を担

う子どもたちに情報活用の能力を養うことができる

学習環境を整備します。

（関連事業：学校教育用パーソナルコンピュータ配

備事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-103

ハード

継続拡充

事業主体 市

指標

情報ネットワーク
の拡張整備

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

教育情報ネットワー
クの構築

市内全31校

－

実績１９年度

－次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

地域教育力活用事業

教育指導課

　地域の方々の多種多様な教育力を活用すべく、読

書活動指導協力者派遣事業において、指導協力者の

派遣を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-107

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

読書活動指導協力
者派遣校数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

地域教育力活用事業

18校

18校

実績１９年度

15校次世代の育成
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　３－１－２　学校教育　第３章　豊かな文化と明日のたくましい世代を育むまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

外国人英語指導助手
配置事業

教育指導課

　英語教育及び国際理解教育の推進を図るため、原

則として、小学校においては全ての学校の５年生及

び６年生の外国語（英語）活動に、中学校において

は全ての学級を対象に、外国人英語指導助手を配置

します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-108

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

外国人英語指導助
手の配置時間数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

外国人英語指導助手
配置事業

7,350時間

7,350時間

実績１９年度

6,570時間次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

小学校英語活動アド
バイザー事業

教育指導課

　小学校英語活動の効果的な実施を図るため、「小

学校英語活動アドバイザー」（日本語を母語とし、

英語に堪能な人）を全ての小学校に週２回、年間

７０回にわたり配置します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-111

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

アドバイザーの配
置時間数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

小学校英語活動アド
バイザー事業

5,040時間

5,040時間

実績１９年度

－次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

学校教育用パーソナ
ルコンピュータ配備
事業

教育指導課

　ＩＴ新改革戦略に基づき、コンピュータの活用に

よる児童・生徒の情報活用能力を高めるとともに各

教科においてＩＴを活用した授業を推進するため、

未整備の小学校に校内ＬＡＮ及び教育用パーソナル

コンピュータを配備します。

（関連事業：教育情報ネットワークの構築）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-209

ハード

継続拡充

事業主体 市

指標

コンピュータ設置
台数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

学校教育用パーソナ
ルコンピュータ配備
事業

1,640台（31校）

1,640台（31校）

実績１９年度

1,256台（31校）次世代の育成

98



　３－１－２　学校教育　第３章　豊かな文化と明日のたくましい世代を育むまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

ふれあい補助員派遣
事業

教育指導課

　特別な支援が必要な児童・生徒に対して、学習支

援や生活支援、介助を行う「ふれあい補助員」「ふ

れあい教員」「通常級介助員」「特別支援学級介助

員」を市内小・中学校に派遣し、児童・生徒の教育

的ニーズに応じたきめ細やかな教育の推進を図って

きましたが、児童・生徒の多様なニーズに応えやす

くするため、任用形態を改め「ふれあい補助員」に

職種を一本化し派遣数を拡充し事業を推進します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-210

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

ふれあい補助員の
派遣人数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

ふれあい補助員派遣
事業

102人

102人

実績１９年度

56人次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

学校規模の適正化

教育政策課

　市全域の未就学児童・児童・生徒数の推移、大規

模開発やマンション建設による人口増の見込み等、

児童数等の状況の変化を見ながら学校規模の適正化

を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-214

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

適正規模を図る小
学校数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

学校規模の適正化

2校

1校

実績１９年度

1校終了、1校着手次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

学校給食調理場整備
事業

学務課

　児童に良好な学校給食を提供するため、学校給食

場の大規模改修を進めます。

　柳島小学校の校舎棟のリニューアル工事に合わせ

学校給食場の耐震、屋上防水、外壁・内壁及び給湯

設備等の改修を進めます。

（関連事業：大規模改修整備事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-217

ハード

新　規

事業主体 市

指標

学校給食場改修状
況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

学校給食調理場整備
事業

－

完了

実績１９年度

－次世代の育成
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

小・中学校トイレ改
修整備事業

教育施設課

　教育環境の向上を図るため、小・中学校施設のト

イレを順次改修します。

（関連事業：大規模改修整備事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-220

ハード

継　続

事業主体 市

指標

トイレ改修工事完
了棟数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

小・中学校トイレ改
修整備事業

3棟

5棟

実績１９年度

2棟次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

小・中学校備品整備
（更新）事業

教育総務課

　児童・生徒が学校において健全に学ぶことができ

る環境を確保するため、市立小・中学校の机・椅

子、その他の備品について、計画的に更新します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-226

ハード

新　規

事業主体 市

指標

小・中学校におけ
る机・椅子の更新

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

小・中学校備品整備
（更新）事業

 小920、中440セット

 小920、中440セット

実績１９年度

小440、中120セット

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

茅ヶ崎市教育基本計
画の策定（学校教
育）

教育政策課

　「茅の響きあい教育プラン」と「ちがさき・まな

びプラン」の計画期間を見据え、二つのプランの検

証と評価を行いながら、茅ヶ崎市における教育行政

の理念と方向性、各分野における観点や重要施策な

どからなる「茅ヶ崎市教育基本計画」を策定し、次

期総合計画の個別プランとしての位置づけを図りま

す。

　

事業実施年度 ２１年度 なし

3-01-02-228

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

茅ヶ崎市教育基本
計画の策定

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

茅ヶ崎市教育基本計
画の策定（学校教
育）

計画策定

－

実績１９年度

－次世代の育成
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

小学校敷地（一部）
芝生敷設モデル事業

教育施設課

　モデルケースとして小学校敷地の一部を利用し

て、芝生（天然芝）の敷設工事を実施し、教育環境

の向上を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-229

ハード

新　規

事業主体 市

指標

芝生敷設工事完了
校数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

小学校敷地（一部）
芝生敷設モデル事業

1校

－

実績１９年度

－　

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

中学校敷地（一部）
芝生敷設モデル事業

教育施設課

　モデルケースとして中学校敷地の一部を利用し

て、芝生（天然芝）の敷設工事を実施し、教育環境

の向上を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-230

ハード

新　規

事業主体 市

指標

芝生敷設工事完了
校数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

中学校敷地（一部）
芝生敷設モデル事業

1校

－

実績１９年度

－

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

（仮称）緑が浜第二
小学校校舎棟建設事
業

教育施設課

　教室不足を解消するため、校舎棟の新築工事を実

施し、教育環境の向上を図ります。

　平成２０年度　実施設計

　平成２１～２２年度　工事施工

　平成２３年度に供用開始します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-231

ハード

新　規

事業主体 市

指標

（仮称）緑が浜第
二小学校校舎棟建
設工事進捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

（仮称）緑が浜第二
小学校校舎棟建設事
業

工事施工

工事完了

実績１９年度

－公共施設整備・再編計画
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

大規模改修整備事業

教育施設課

　小学校施設の老朽化の防止と長寿命化のため、校

舎棟の外壁や内装及び給排水設備等の改修設計及び

改修工事を行います。

　平成２１年度：３棟改修

　平成２２年度：２棟改修

（関連事業：学校給食調理場整備事業、小・中学校

トイレ改修整備事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-232

ハード

新　規

事業主体 市

指標

大規模改修工事完
了棟数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

大規模改修整備事業

3棟

2棟

実績１９年度

－公共施設整備・再編計画

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市費教員任用事業

学務課

　教員の定数は、標準法等により県教育委員会から

配当されていますが、特色ある学校運営や様々な課

題に十分対応し、学校教育の質を高めるために、学

校の状況により市費による教員を臨機応変に配置し

ます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-233

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

非常勤嘱託職員の
任用人数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市費教員任用事業

3人

3人

実績１９年度

－次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

特別支援教育巡回相
談事業

教育指導課

　学校等の要請に応じて専門性のある臨床心理士や

指導主事が中心となってチームを組んで巡回相談を

行い、特別な配慮を要する子どもたち一人ひとりの

教育的ニーズに対応した教育の実現を目指し、特別

支援教育体制の整備と拡充を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-234

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

巡回校数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

特別支援教育巡回相
談事業

延べ300校

延べ300校

実績１９年度

－次世代の育成

102



　３－１－２　学校教育　第３章　豊かな文化と明日のたくましい世代を育むまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

通級指導教室の増設
事業

教育指導課

　特別な配慮を必要とする児童への行き届いた支援

のために、通級による特別支援教育の充実を図りま

す。

　平成２３年４月に、小学校1校に情緒障害等の児

童を対象とした通級指導教室を開設することを目指

して、平成２１年度に具体的な計画について検討

し、平成２２年度に必要な施設・備品等を整備しま

す。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-303

ハード

新　規

事業主体 市

指標

通級指導教室１教
室の増設に係る進
捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

通級指導教室の増設
事業

開設についての検討

整備

実績１９年度

－次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

特別支援学級の増設
事業

教育指導課

　市立の小・中学校特別支援学級を増設し、特別な

配慮を必要とする児童・生徒が安心した学校生活を

送れるように教育的環境を整えることで、特別支援

教育の充実を図ります。

　平成２１年度開設　３校（西浜小学校、小出小学

校、西浜中学校）

　平成２３年度開設　１校（（仮称）緑が浜第二小

学校）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-01-02-304

ハード

新　規

事業主体 市

指標

特別支援学級開設
校数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

特別支援学級の増設
事業

3校

－

実績１９年度

－次世代の育成
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第２節　生涯学習と市民文化の創造

２－１　生涯学習

１　目　標

市民一人ひとりが、生きがいのある心豊かな生涯学習活動を行える、まなび
のまちづくりを展開します。

●

（１）学習機会の提供
（２）学習支援体制の整備・充実
（３）生涯学習基盤の整備

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

茅ヶ崎市教育基本計
画の策定（社会教
育）

教育政策課

　「茅の響きあい教育プラン」と「ちがさき・まな

びプラン」の計画期間を見据え、二つのプランの検

証と評価を行いながら、茅ヶ崎市における教育行政

の理念と方向性、各分野における観点や重要施策な

どからなる「茅ヶ崎市教育基本計画」を策定し、次

期総合計画の個別プランとしての位置づけを図りま

す。

事業実施年度 ２１年度 なし

3-02-01-305

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

茅ヶ崎市教育基本
計画の策定

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

茅ヶ崎市教育基本計
画の策定（社会教
育）

計画策定

－

実績１９年度

－次世代の育成
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２－２　社会教育

１　目　標

だれもが参加でき、学びあい、社会環境の変化に対応できる知識を習得し、
能力を伸ばしながら、社会性を育むことのできる学習環境をつくります。

●

（１）現代的課題や地域課題への対応
（２）地域に根ざした学習活動の充実
（３）学習成果の還元
（４）公民館の整備・充実
（５）図書館の整備・充実
（６）文化・民俗資料館の整備・充実

２　施策の方向
●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

子ども読書活動推進
事業

図書館

　子ども達が自主的に読書活動に取り組むことがで

きるような環境の整備をすすめるとともに、社会的

な気運を醸成するため普及啓発に取り組み、子ども

の健やかな成長を推進するため、乳幼児とその保護

者を対象としたブックスタート事業を実施します。

併せて、本事業には、ボランティアの協力が必要で

あり、ボランティアの研修を実施し、活動の充実を

図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-02-02-202

ソフト

継　続

事業主体 市・民間

指標

ブックスタート
パック配布数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

子ども読書活動推進
事業

1,500パック

1,500パック

実績１９年度

－次世代の育成

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

図書館資料予約事業

図書館

　図書館利用者の利便性を高めるため、インター

ネット予約を実施し、また、公民館等市内８箇所の

図書コーナーの開館時間を午前１０時からとし、資

料の検索、予約、予約資料の貸出・返却受付を引き

続き実施します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-02-02-506

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

インターネット予
約冊数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

図書館資料予約事業

28,800冊

28,800冊

実績１９年度

23,869冊
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

文化資料館移転・整
備事業

生涯学習課

  昭和４６年（１９７１）の開館以来、文化資料館

は市域を語る上で欠かせない文化的資料の調査・研

究、収集・保存、展示やワークショップ等による教

育・普及活動を市民と協働して展開してきました。

　本事業は、施設の老朽化対策や展示・保管スペー

スの確保・機能拡充を図るための、移転に関する事

業計画の策定、用地の買収、設計等の整備事業を行

います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-02-02-605

ハード

新　規

事業主体 市

指標

事業の進捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

文化資料館移転・整
備事業

内部検討

基本設計

実績１９年度

－公共施設整備・再編計画

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

民俗資料館（旧三橋
家住宅）の整備

生涯学習課

　民俗資料館（旧三橋家住宅）の保存状態につい

て、建築学、民俗学、歴史学、博物館学等の専門的

な観点から文化財調査を行うことで現況を把握し、

文化財としての保存・活用を図ります。

　第５次実施計画期間では、専門的な文化財調査を

実施し、保存・活用計画を立案します。

事業実施年度 ２１年度 なし

3-02-02-606

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

保存・活用計画の
立案

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

民俗資料館（旧三橋
家住宅）の整備

計画立案

－

実績１９年度

－
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第２節　生涯学習と市民文化の創造

２－３　市民文化

１　目　標

大切に受け継がれてきた文化を将来に伝えつつ、新たな文化を創造し、発展
させるような豊かな心を育みます。

●

（１）文化財保護意識の啓発
（２）文化財の調査・収集・活用
（３）郷土芸能の保存と継承
（４）文化交流機会の充実
（５）新しい市民文化の創造

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

ちがさき丸ごとふる
さと発見博物館事業

生涯学習課

　生涯学習でまちづくり、文化が身近にあるまちづ

くり、仲間が増やせるまちづくりを目的として、

『ちがさき丸ごとふるさと発見博物館事業の指針』

に沿って、市の文化財、自然、歴史、産業、観光な

どの都市資源についての調査研究及び保存活用方法

の検討を行い、市の活性化と市を愛する心を育むた

めの事業を実施します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-02-03-102

ハード

継　続

事業主体 市・民間

指標

ガイド養成講座の
開催回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

ちがさき丸ごとふる
さと発見博物館事業

18回

12回

実績１９年度

17回環境に配慮したまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

下寺尾七堂伽藍跡の
調査・保存整備事業

生涯学習課

　国指定史跡級の価値が指摘されている当遺跡の保

存のため、調査・保存整備を行います。相模国にお

ける初期寺院としての歴史的価値を検証し、文化財

に対する理解を深めます。

　七堂伽藍（しちどうがらん）跡の伽藍配置、寺院

範囲、存続時期等の詳細について確認調査し、史跡

指定の手続きを進め、後世へ継承していくための保

存整備を行い、活用を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-02-03-202

ハード

継　続

事業主体 市

指標

確認調査面積

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

下寺尾七堂伽藍跡の
調査・保存整備事業

300㎡

300㎡

実績１９年度

218㎡
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

下寺尾遺跡群（高座
郡衙）保存整備事業

生涯学習課

　平成１４年に下寺尾西方遺跡で発見された古代の

高座郡衙（※たかくらぐんが）及び弥生時代の環濠

集落（※かんごうしゅうらく）は全国的にみても価

値のある重要遺跡なので、史跡に指定し、保存整備

を行い、公開・活用を図ります。

　史跡指定の手続きを進めるとともに、保存整備に

必要な基本構想や計画を作成して整備を進めます。

また、見学会等の啓発事業を開催します。

※高座郡衙：古代の高座郡の役所

※環濠集落：ムラの周りを濠（ほり）で囲った弥生

時代特有の集落形態

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-02-03-206

ハード

継　続

事業主体 市

指標

確認調査面積

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

下寺尾遺跡群（高座
郡衙）保存整備事業

30㎡

30㎡

実績１９年度

10㎡

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

茅ヶ崎市民文化会館
再整備事業

文化推進課

　茅ヶ崎市民文化会館の長寿命化を図ります。

　茅ヶ崎市民文化会館の耐震改修工事を軸に進める

とともに、時代にあったリニューアル工事を実施し

ます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-02-03-402

ハード

新　規

事業主体 市

指標

 耐震補強及びリ
ニューアル工事の
設計

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

茅ヶ崎市民文化会館
再整備事業

基本設計

実施設計

実績１９年度

－公共施設整備・再編計画
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第３節　集いと交流のあるまちづくり

３－１　コミュニティ

１　目　標

市民が自発的に参加し、自主的に運営されるコミュニティ活動を支援し、だ
れもが生きがいを持ち安心して暮らすことができる、ふれあいのあるまちを
つくります。

●

（１）地域コミュニティの支援
（２）テーマコミュニティの支援
（３）ネットワーク化の促進
（４）コミュニティ施設の整備
（５）イベントの充実

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

地域組織との連携

市民活動推進課

　地域のコミュニティ活動の中心的な役割を担って

いる自治会館等を支援するとともに、活動拠点とし

ての自治会館の整備について助成を行い、地域活動

の活性化を図ります。

・自治会の活動等に対する運営費の助成

・自治会館建設費、木造自治会館耐震診断費用の助

成

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-03-01-102

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

自治会加入世帯数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

地域組織との連携

75,500世帯

75,500世帯

実績１９年度

73,995世帯

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市民活動団体・民間
非営利組織の支援

市民活動推進課

　市民活動推進条例に基づき、活力あふれる地域社

会を実現するために、先駆性、専門性など市民活動

団体の持つ特性を生かし、市民が受益者となる公益

的な事業に対し、げんき基金を原資とした補助金の

交付を行います。

　この基金については、より多くの方から寄附をい

ただくために、広報紙、ホームページ、イベント等

における啓発活動に努めます。

　また、市民活動の総合的な支援の拠点である市民

活動サポートセンターを活用し、市民活動に関する

情報の受発信、相談、連絡調整を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-03-01-201

ソフト

継　続

事業主体 市・民間

指標

補助金申請団体数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市民活動団体・民間
非営利組織の支援

25団体

25団体

実績１９年度

12団体
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

コミュニティ施設の
整備

市民活動推進課

　地域住民が地域活動を通じて相互の連帯感と自治

意識の高揚を図り、心の豊かさとふれあいのある地

域社会を形成することを目的とする地域拠点とし

て、コミュニティセンターの機能を持つ施設を整備

します。

（関連事業：待機児童解消等のための公立保育園の

整備拡充）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-03-01-401

ハード

継　続

事業主体 市

指標

地域集会施設建設
検討委員会の開催

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

コミュニティ施設の
整備

20回

－

実績１９年度

－公共施設整備・再編計画
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第３節　集いと交流のあるまちづくり

３－２　交流親善

１　目　標

国内外の都市との友好関係を築くとともに、市民レベルでの幅広い交流を促
進し、親善の輪を広げます。

●

（１）都市交流の推進
（２）国際交流の推進
（３）地域国際化の推進
（４）平和行政の推進

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

ゆかりのまち交流事
業

秘書広報課

　茅ヶ崎市民がゆかりのまち岡崎市を訪ね、その歴

史や文化に触れながら友好親善を図る企画として、

毎年４月に岡崎市で行われる桜まつりにあわせバス

ツアーを実施します。また、市民交流促進事業とし

て、青少年等の団体を主に友好親善を図るための交

流事業を実施します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-03-02-102

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

桜まつり市民バス
ツアーへの参加人
数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

ゆかりのまち交流事
業

40人

40人

実績１９年度

40人

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

英字新聞チガサキブ
リーズの発行

秘書広報課

　茅ヶ崎市国際交流協会との協働により、外国人が

必要とする生活情報を「広報ちがさき」を中心に抽

出し、翻訳してチガサキブリーズに掲載して発行し

ます。

　２か月に１回の発行で、１回あたり１，５００

部発行します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

3-03-02-304

ソフト

新　規

事業主体 民間

指標

発行回数

①

②

③

市民提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

英字新聞チガサキブ
リーズの発行

6回

6回

実績１９年度

－
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賑わいと活力を創出する

第 ４ 章

産業を育てるまち
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第１節　湘南の特性を活かした農漁業・観光の振興

１－１　農　業

１　目　標

農業生産基盤を整備し、農業生産活動の環境や生産性を向上します。
地場農産物の出荷奨励や観光農園の振興を支援し、市民と農業者のふれあい
の機会や場を提供します。
畜産業の振興を支援し、周辺環境に配慮した施設設備の整備改善を促進しま
す。

●
●

●

（１）農業生産基盤の整備
（２）農業後継者の育成
（３）生産者と消費者の交流
（４）畜産業の振興

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

赤羽根土地改良事業

農政課

　当地区は農業水利施設がなく道路に付設していな

い農地が多く、農業経営上不便な地区であり、未整

備な農地や道、水路を改良し農産物の集出荷営農用

資材の搬入運搬などを容易にし、生産性の向上及び

農業基盤の安定化を図ります。

　平成２１年度完了を目指します。

事業実施年度 ２１年度 なし

4-01-01-101

ハード

継　続

事業主体 民間

指標

補助累計執行率

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

赤羽根土地改良事業

100％

－

実績１９年度

94％産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

農とみどりの整備事
業

農政課

　農業振興地域内の未整備の農道及び用排水路を神

奈川県の「農とみどりの整備事業」の補助を受け

て、基盤整備を進めることにより、優良農地を確保

し、農業生産性を向上させ地域の振興と環境の改善

を図ります。

　引き続き萩園南・東土地改良区内の農道を整備し

ます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-01-01-108

ハード

継　続

事業主体 市

指標

萩園改良区内の側
溝蓋設置工事の進
捗率

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

農とみどりの整備事
業

77％

100％

実績１９年度

－産業の活性化と雇用の創出
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

耕作放棄地解消対策
事業

農政課

　耕作放棄地の解消を目指す国の方針「農地政策の

展開方向について」に基づき、国・県・関係機関と

の連携により、耕作放棄地解消計画の策定・実施を

推進し、市内の耕作放棄地の解消を目指します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-01-01-110

ソフト

新　規

事業主体 市・民間

指標

耕作放棄地解消計
画の実施により解
消された耕作放棄
地の面積

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

耕作放棄地解消対策
事業

200a

300a

実績１９年度

－産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

水田保全対策事業

農政課

　水田の減少を食い止め、貴重な農地を保全するた

めに水田についての各種対策を講じていきます。

・茅ヶ崎産米１００％を使用した災害備蓄用のおか

ゆの製品化を支援します。

・収穫後の水田に市で配布するレンゲ草の種子を播

種していただき、景観保全と土壌改良を図ります。

・良質な米を生産するための用水浄化を支援しま

す。

（関連事業：防災資機材整備事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-01-01-111

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

各施策を実施した
水田の面積の合計

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

水田保全対策事業

1,000ａ

1,200ａ

実績１９年度

－産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

農業経営基盤強化促
進事業

農政課

　経営近代化と後継者育成支援により営農意欲の高

揚を図り、効率的安定的な農業経営を推進するた

め、市、農業協同組合、農業委員会、農業技術セン

ター等が相互連携の下で、茅ヶ崎市担い手育成総合

支援協議会を設置し、認定農業者・組織経営体等を

対象に経営診断の実施、生産方式や経営改善方策の

提示等を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-01-01-204

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

担い手育成活動

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

農業経営基盤強化促
進事業

10回

10回

実績１９年度

10回産業の活性化と雇用の創出
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事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

農業ポータルサイト
事業

農政課

　ＮＰＯ法人湘南スタイルとの協働により、地産地

消を推進し、農業振興を図るため、インターネット

上に農業ポータルサイト「おいしい茅ヶ崎」を開設

し、「茅ヶ崎の農業を知る・買う・携わる」という

３つのアプローチから市民に有益な情報を提供しま

す。また、インターネットアクセス環境にない人へ

の広報新聞を製作します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-01-01-307

ソフト

新　規

事業主体 民間

指標

サイト上のコンテ
ンツ件数・広報新
聞の発行回数

①

②

③

市民提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

農業ポータルサイト
事業

52件・2回

52件・2回

実績１９年度

－産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

北部地区活性化事業

国県事業対策課

　北部地区は市内でも自然環境が残っている地区で

あり、また、田・畑も多く残っています。

　その環境や産業を利用して、まつり、朝市、小出

川沿いに咲くヒガンバナやカンゾウの写真展、

ウォーキング等の事業に参加してもらうことによ

り、北部地区の活性化を目指します。

事業実施年度 ２１年度 なし

4-01-01-308

ソフト

新　規

事業主体 民間

指標

事業実施回数

①

②

③

市民提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

北部地区活性化事業

18回

－

実績１９年度

－
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第１節　湘南の特性を活かした農漁業・観光の振興

１－３　観　光

１　目　標

海水浴、マリンスポーツ、サイクリングなど既存の観光資源の充実と新たな
観光資源を創出します。
伝統的行事などと自然環境を活用した観光資源との間のネットワーク化に取
り組み、通年型の都市観光を創出します。

●

●

（１）観光資源の充実
（２）観光資源のネットワーク化
（３）観光情報の充実

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

海岸利便施設の設置

産業振興課

　海岸来場者のための利便施設を整備します。

（関連事業：茅ヶ崎海岸グランドプラン推進事業）

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-01-03-104

ハード

継　続

事業主体 市

指標

事業の進捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

海岸利便施設の設置

方針検討

方針決定

実績１９年度

－産業の活性化と雇用の創出
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第２節　活力と魅力あふれる商工業の振興

２－１　商　業

１　目　標

単なる買い物の場所ではなく、暮らしの広場、交流の広場としての機能を備
えた便利で活力ある商店街をつくります。
地域の特性を活かした商業拠点として、地域住民の生活に根ざした商店街を
つくります。

●

●

（１）商店街の活性化とネットワーク化
（２）地域に密着したサービスの充実
（３）個性ある特産品の開発・普及

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

中小企業振興対策事
業

産業振興課

　経営の安定化、合理化、近代化を図ろうとする事

業所、創業者に対して現在抱えている個々の経営等

の問題を専門の診断士が分析し、改善方法の指導等

を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-02-01-107

ソフト

継続拡充

事業主体 民間

指標

経営診断件数・経
営相談件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

中小企業振興対策事
業

22件・28件

22件・28件

実績１９年度

24件・0件産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

創業者支援推進事業

産業振興課

　新しい産業を担う創造的人材やベンチャー企業を

育成し産業の活性化を図ります。

・創業支援の一環として次世代育成のための児童・

生徒起業体験事業

・市内創業・企業者のＰＲ機会を提供する創業・起

業者紹介事業

・起業予定者、斬新なアイデアをもった学生を発掘

し、中小企業とのマッチングを図る事業への支援

・県の創業支援融資に係る創業者支援融資信用保証

料補助事業

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-02-01-114

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

各事業の総実施件
数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

創業者支援推進事業

6件

6件

実績１９年度

5件産業の活性化と雇用の創出

118



　４－２－１　商　業　第４章　賑わいと活力を創出する産業を育てるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

商店街にぎわい創出
事業

産業振興課

　商業の活性化を図るために地域商店街が実施する

事業のうち、創意工夫により独自性のある戦略的販

売促進事業、空き店舗を活用する事業、コミュニ

ティビジネスに対し、補助金を交付します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-02-01-115

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

にぎわい創出事業
申請団体数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

商店街にぎわい創出
事業

12団体

12団体

実績１９年度

6団体産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

産学公・異業種間交
流支援事業

産業振興課

　産学公・異業種間交流事業実施団体の機会創出の

ための支援を行います。

・大学の研究者と企業のビジネスマッチングの機会

を創出します。

・産業連携に対する意識啓発を行い、交流の場を提

供することで地域経済の活性化を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-02-01-303

ソフト

継　続

事業主体 市・民間

指標

産学交流事業・異
業種間交流事業開
催件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

産学公・異業種間交
流支援事業

1件・1件

1件・1件

実績１９年度

1件・1件産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

産業の活性化方法に
ついての調査研究事
務

産業振興課

　茅ヶ崎をより魅力的なまちにするために庁内の横

断的組織を立ち上げ、施策の事業化を目標に調査研

究等を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-02-01-304

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

検討会開催回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

産業の活性化方法に
ついての調査研究事
務

10回

10回

実績１９年度

－産業の活性化と雇用の創出
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第２節　活力と魅力あふれる商工業の振興

２－２　工　業

１　目　標

新たなビジネスチャンスの創出や異業種間交流を支援し、産業基盤の整備を
図ります。
イベントなどを通じて、事業所と地域コミュニティとの相互理解や連携を図
ります。

●

●

（１）産業基盤の充実
（２）人材の確保と企業の育成
（３）地域に密着した事業の充実
（４）新しい産業を創出する企業の誘致

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

創業者支援推進事業

産業振興課

　新しい産業を担う創造的人材やベンチャー企業を

育成し産業の活性化を図ります。

・創業支援の一環として次世代育成のための児童・

生徒起業体験事業

・市内創業・企業者のＰＲ機会を提供する創業・起

業者紹介事業

・起業予定者、斬新なアイデアをもった学生を発掘

し、中小企業とのマッチングを図る事業への支援

・県の創業支援融資に係る創業者支援融資信用保証

料補助事業

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-02-02-102

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

各事業の開催件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

創業者支援推進事業

6件

6件

実績１９年度

2件産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

中小企業振興対策事
業

産業振興課

　経営の安定化、合理化、近代化を図ろうとする事

業所、創業者に対して現在抱えている個々の経営等

の問題を専門の診断士が分析し、改善方法の指導等

を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-02-02-206

ソフト

継続拡充

事業主体 民間

指標

経営診断件数・経
営相談件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

中小企業振興対策事
業

5件・7件

5件・7件

実績１９年度

5件・0件産業の活性化と雇用の創出
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　４－２－２　工　業　第４章　賑わいと活力を創出する産業を育てるまち

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

中小企業特許取得支
援事業

産業振興課

　中小企業の技術開発等を促進し、振興を図るた

め、技術・製品開発及び特許取得を支援するための

セミナー等を開催するとともに、特許法に基づいて

取得した特許権にかかる出願手数料等の補助を行い

ます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-02-02-209

ソフト

継　続

事業主体 市・民間

指標

市内中小企業の特
許取得件数
セミナー開催回数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

中小企業特許取得支
援事業

3件・1回

3件・1回

実績１９年度

4件・1回産業の活性化と雇用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

産学公・異業種間交
流支援事業

産業振興課

　産学公・異業種間交流事業実施団体の機会創出の

ための支援を行います。

・大学の研究者と企業のビジネスマッチングの機会

を創出します。

・産業連携に対する意識啓発を行い、交流の場を提

供することで地域経済の活性化を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-02-02-210

ソフト

継　続

事業主体 市・民間

指標

産学交流事業・異
業種間交流事業支
援件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

産学公・異業種間交
流支援事業

1件・1件

1件・1件

実績１９年度

1件・1件産業の活性化と効用の創出

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

企業等の誘致・立地
支援事業

産業振興課

　企業の立地を促進し、経済の活性化に寄与すると

ともに、雇用の拡大を図ります。

　神奈川県産業集積促進方策（インベスト神奈川）

と併せ茅ヶ崎市企業等立地促進条例の適用などを含

めた情報交換を企業訪問を通じて実施し、企業等の

立地促進を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

4-02-02-401

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

奨励措置適用申請
件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

企業等の誘致・立地
支援事業

3件

3件

実績１９年度

0件産業の活性化と雇用の創出
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１　市民参加
２　男女共同参画社会
３　民間活力
４　情報化
５　行政運営
６　財政運営
７　広域行政

第３部　計画の推進に向けて
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１　市民参加

１　目　標

市民だれもが自主的・自発的に市民参加できる制度を確立し、市民と行政の
情報の共有化を図ります。
市民と行政の相互理解と協力関係に基づく市民参加型のまちづくりを進めま
す。

●

●

（１）情報共有化の推進
（２）広聴機能と相談業務の充実
（３）市民参加の推進
（４）市民参加制度の確立

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市民相談体制の整備

市民相談課

　社会経済の低迷から市民生活には様々な悩みや問

題が生じており、各種市民相談を実施することによ

り、安心で安定した市民生活の確保を図ることを目

的とします。

　市民から寄せられる各種相談に対応し、迅速な相

談により、市民生活の安全と安心の確保が図られる

よう、各種相談体制の整備に努めます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-01-202

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

法律相談件数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市民相談体制の整備

1,892件

1,892件

実績１９年度

1,844件安全・安心なまちづくりの推進
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２　男女共同参画社会

１　目　標

男女が社会の対等な構成員として、あらゆる分野における活動に参画するこ
とが可能な「男女共同参画社会」の実現に向けたまちづくりを進めます。

●

（１）男女共同参画社会形成への総合的推進
（２）就労環境の整備
（３）男女平等意識の高揚
（４）女性に対する暴力への対応
（５）政策・方針決定への参画
（６）女性の性の自己決定権の確立

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

（仮称）男女共同参
画推進プランの策定

男女参画社会課

　国の基本計画、県のプランを勘案して、（仮称）

ちがさき男女共同参画推進プラン（平成２３年度～

平成２７年度）を策定します。

　第５次実施計画期間では、平成２１年度は市民意

識調査の実施、市民フォーラムの開催により計画の

周知と市民の意見収集から作業に着手し、平成２２

年度末までに新・プランを策定します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-02-101

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

プランの策定状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

（仮称）男女共同参
画推進プランの策定

フォーラム開催

策定

実績１９年度

－

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

女性問題の調査研
究・啓発及び統計資
料の作成

男女参画社会課

　女性の置かれた社会状況や問題を調査し、統計・

分析をする中で、市の施策や計画に反映させます。

　平成２１年度にアンケート調査を実施し、平成

１７年度に引き続き市民意識の変化等を示す基礎資

料を作成します。

事業実施年度 ２１年度 なし

5-01-02-503

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

基礎資料の作成

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

女性問題の調査研
究・啓発及び統計資
料の作成

意識調査実施

－

実績１９年度

－
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３　民間活力

１　目　標

市民や企業、各種団体との連携を図り、その活力や手法・資金などを活用し
、民間の社会貢献活動を支援しながら、行政との協働・協調を基本理念とし
た豊かで活力あふれるまちづくりを進めます。

●

（１）民間活力の活用
（２）民間非営利組織との協働
（３）市民活動・ボランティア活動の促進
（４）民間企業との協働

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

多様な主体との協働
事業の推進

市民活動推進課

　市民活動の活性化と市民、行政の協働を推進する

ため、市がテーマを設定し企画案を募集する「行政

提案型協働推進事業」、自由なテーマにより事業企

画案を募集する「市民提案型協働推進事業」を実施

します。

平成２１年度協働推進事業

・行政提案型協働推進事業　７事業

・市民提案型協働推進事業（公募事業枠）３事業

・市民提案型協働推進事業（継続事業枠）５事業

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-03-202

ソフト

継続拡充

事業主体 市・民間

指標

協働推進事業の実
施事業数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

多様な主体との協働
事業の推進

19事業

25事業

実績１９年度

4事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

新たな自治に向けて
の協働啓発事業

市民活動推進課

　市民と行政が協働するまちづくりの実現に向け

て、実際に協働がどのように行われていて、どうい

うメリットがあるのか、といったことを具体的事例

の取材をもとにＰＲし、協働を考え、行動するきっ

かけをつくります。

事業実施年度 ２１年度 なし

5-01-03-203

ソフト

新　規

事業主体 市・民間

指標

広報媒体、啓発資
料の作成件数

①

②

③

行政提案型協働

重点施策等

目標

21年度

22年度

新たな自治に向けて
の協働啓発事業

1件

－

実績１９年度

－
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４　情報化

１　目　標

情報を整理し、わかりやすい形で情報を提供できる体制の整備を図り、情報
化を推進する風土の醸成につとめ、情報との共生による便利で住み良いまち
づくりを進めます。

●

（１）情報化の推進

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

全庁型地理情報提供
システムの構築

情報推進課

　全庁型の共有インフラとしての全庁型地理情報シ

ステムを整備し、共有化した地図情報を提供しま

す。

　すでに地理情報を扱うシステムとして構築されて

いるデータ（都市計画基本図、地番図等）を有効活

用し、共用空間データとしてとりまとめ全庁で利用

可能とする仕組みを庁内業務用及びインターネット

閲覧用に構築を行います。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-04-128

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

システムの構築状
況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

全庁型地理情報提供
システムの構築

システム完成

データ整備

実績１９年度

－

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

CMSによるホーム
ページ公開

秘書広報課

　ホームページ全体の統一感を保ち、利用者が見や

すい構成にするため、ＣＭＳ（コンテンツマネジメ

ントシステム）を導入します。

　ＣＭＳ導入後、現在のページの見直し、職員研

修、移行作業などを行い、テスト運用を経て平成

２１年１１月公開を目標に作業を進めます。

事業実施年度 ２１年度 なし

5-01-04-139

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

ホームページ公開

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

CMSによるホーム
ページ公開

１１月公開

－

実績１９年度

－
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５　行政運営

１　目　標

組織管理・人事管理・事務管理の一層の適正化を図り、最小の経費で最大の
効果をあげることを基本として、簡素で効率的な行政運営を行います。
地方分権の時代にふさわしい、市民の要請と期待に鋭敏かつ誠実に応える行
政運営を推進します。

●

●

（１）組織管理の適正化
（２）人事管理の適正化
（３）行政サービス環境の整備
（４）地方分権の推進

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

組織機構の見直し

行政管理課

　これからの行政組織は、縦割り型組織を見直し、

効果的かつ効率的な事務・事業を処理し得る組織と

 する必要があります。そのため、市民ニーズへの

迅速な対応の観点や、スピーディーな意思決定の観

点から、個々の職員の責任と権限が明確化され、意

思形成過程が簡素化されたフラットな組織編制とす

 ることも有効です。このような中において、新た

な総合計画の施策体系に沿った組織機構の見直しを

平成２２年４月１日付けで行い、効率的かつ効果的

な施策の推進をめざします。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-05-101

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

組織機構見直し

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

組織機構の見直し

検討

組織機構改正

実績１９年度

－

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

定員の適正化

行政管理課

　事務事業の効率化、組織機構の簡素合理化、外部

委託の活用等、スクラップアンドビルドの徹底につ

とめ、定員の適正化を図るとともに、職員数の状

況、増減数の推移など定員管理の状況について公表

を行います。

　また、第３次定員適正化計画を見直し、新たな定

員適正化計画である第４次定員適正化計画を平成

２１年度に策定します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-05-201

ソフト

継続拡充

事業主体 市

指標

第４次定員適正化
計画の策定、管理

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

定員の適正化

計画の策定

定員管理

実績１９年度

－
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　５－１－５　行政運営　第３部　計画の推進に向けて　

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

公共施設の長寿命化
の推進

施設再編整備課

 　施設の台帳管理を中心に図面（ＣＡＤ）、書類

等を統合的に管理し、公共建築物の適切な維持管理

の推進、並びに営繕業務の事務作業の効率化を行っ

ていきます。また、建築物の各部位ごとの詳細調査

に老朽度、劣化度の情報を加え、優先度判定・評価

を構築するとともに、中長期保全計画を策定し、大

規模修繕を計画的に推進していきます。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-05-302

ハード

継　続

事業主体 市

指標

管理支援システム
の活用による中長
期保全計画の策定
施設数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

公共施設の長寿命化
の推進

46施設

17施設

実績１９年度

－安全・安心なまちづくりの推進

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

行政拠点地区再整備

施設再編整備課

　市役所周辺地区は、市民文化会館、総合体育館、

中央公園等が集積し、中心市街地にあることから利

便性も高く、様々な行政サービスの拠点となってい

ます。しかしながら、本地区に立地している公共施

設も耐震性への課題や設備の老朽化等の問題を抱え

ており、施設の再整備が課題となっていることか

ら、持続可能な行政サービスを展開していくため

に、市役所本庁舎を含めた既存の公共施設の再整備

と新たな機能の拡充を行います。

　平成２１年度：整備プログラムの再検証

　平成２２年度：再検証に基づく事業の推進

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-05-304

ハード

継　続

事業主体 市

指標

事業の進捗状況

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

行政拠点地区再整備

再検証

事業の推進

実績１９年度

プログラム策定公共施設整備・再編計画

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

公共施設整備・再編
計画の推進

施設再編整備課

　公共施設の整備、維持管理や資産運用を計画的、

効率的に進めます。

　昭和５６年以前に建設された施設、又はそれ以外

でも同一敷地内の設置等対象施設との関連が密接な

施設やその施設の特性により整備が必要なものを検

討対象とし、施設の機能、利用状況、耐震・劣化診

断及び長寿命化調査に基づく今後の維持管理コスト

等を総合的に分析し、今後の施設のニーズ、財政状

況を考慮した上で再整備方針を示します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-05-305

ハード

継　続

事業主体 市

指標

公共施設整備・再
編計画に基づく、
関係各課との協議
による施設ごとの
整備計画の策定施
設数

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

公共施設整備・再編
計画の推進

5施設

2施設

実績１９年度

－公共施設整備・再編計画

129



　５－１－５　行政運営　第３部　計画の推進に向けて　

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

公共施設等再編整備
基金の充実

施設再編整備課

　「公共施設整備・再編計画」に位置づけられた施

策の財源確保として、平成２０年度に設置した特定

目的基金の充実を図ります。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-05-308

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

各年度の基金積立
額

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

公共施設等再編整備
基金の充実

500百万円

500百万円

実績１９年度

－公共施設整備・再編計画

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

窓口事務再構築事業

行政管理課

　市民に利用しやすい窓口事務を実現し各種行政

サービスの効率化を図るため、窓口の総合化・一元

化、諸証明の自動交付、市民窓口センターのあり方

など、窓口事務の総合的な再構築の方針を決定しま

す。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-05-309

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

窓口事務再構築の
方針決定

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

窓口事務再構築事業

方針検討

方針決定

実績１９年度

－

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

（仮称）自治基本条
例の策定

企画調整課

　地方分権の進展に的確に対応するため、本市にお

ける自治の基本理念とそれを実現する基幹的な制度

を定める（仮称）茅ヶ崎市自治基本条例を平成２１

年度に制定します。

　また、自治基本条例が制定された後は、条例の周

知徹底を図るとともに、条例の理念の実現に努めま

す。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-05-403

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

条例の制定・施行

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

（仮称）自治基本条
例の策定

条例の制定

条例の施行

実績１９年度

－
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６　財政運営

１　目　標

経費の削減や自主財源の確保につとめながら、計画的・効率的に財政運営を
行います。
受益者負担の適正化を図り、長期的展望にたって財政運営の健全化を進めま
す。
事務事業に対する財源の投資効果を的確に把握するため、行政評価システム
を確立します。

●

●

●

（１）財源の確保
（２）効率的財政運営

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

市税コールセンター
事業

納税課

　平成１９年度に実施された税源移譲により個人市

民税が大幅な負担増になり、新規滞納者が増加する

なかで、電話による市税の自主納付の呼びかけ業務

（市税コールセンター事業）及び口座振替の勧奨な

ど納期内納付の啓発を行い、安定した市税収入の確

保と納税者間の税負担の公平性を確保します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-06-104

ソフト

新　規

事業主体 市

指標

新規滞納額の収入
率

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

市税コールセンター
事業

25％

45％

実績１９年度

－
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７　広域行政

１　目　標

近隣自治体などの相互の自主性と自立性を尊重しながら、広域的な連携と協
調による広域行政を進めます。
国・県・市のそれぞれの役割分担を明確化し、国・県・関係市町との連携・
協調を図りながら、地域特性を活かしたまちづくりを進めます。

●

●

（１）広域行政の推進
（２）国・県との連携

２　施策の方向

●

３　計画事業

●

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

公共施設の共同設置
及び相互利用等の推
進 

企画調整課

　厳しい財政状況のなか、広域行政的観点から、効

率的な行政運営を行い、市民生活の利便性の向上を

図るため、近隣市町との公共施設の相互利用や共同

設置、行政サービスの広域的実施について、可能性

を検討し、事業を推進します。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-07-101

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

湘南広域都市行政
協議会事務研究会
での調査研究

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

公共施設の共同設置
及び相互利用等の推
進 

15回

15回

実績１９年度

11回

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

湘南広域都市行政協
議会による広域連携
の検討

企画調整課

　昭和３７年から茅ヶ崎市・藤沢市・寒川町で組織

されている湘南広域都市行政協議会において、広域

連携による施策実現のための調査研究を実施しま

す。

事業実施年度 ２１年度 ２２年度

5-01-07-104

ソフト

継　続

事業主体 市

指標

湘南広域都市行政
協議会各部会での
調査研究

①

②

③

重点施策等

目標

21年度

22年度

湘南広域都市行政協
議会による広域連携
の検討

24回

24回

実績１９年度

24回
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  第４部 ５つの重点施策別の事業     

          及びその他重点施策   
 
 
（１）安全・安心なまちづくりの推進 （※本施策にかかる事業費 ５，７３１百万円） 

 
〈新規〉 

 災害医療拠点病院としての機能充実 

 地域福祉計画の見直し 

 成年後見支援センターの運営 

 鳥井戸地下道冠水対策事業 

 青色防犯灯等導入による効果的な防犯対策の実施 

 防災行政用無線整備事業 

 職員参集システム整備事業 

 茅ヶ崎市消防団協力事業所表示制度 

 消防資機材整備事業 

 都市防災推進事業 

 芹沢遠藤線道路改良事業 

 不明水調査及び管更生事業 

 下水道長寿命化計画策定事業 

 遊水機能土地保全事業 

 雨水貯留タンク設置奨励事業 

〈継続・継続拡充〉 

 地域福祉活動支援事業 

 あんしん歩行エリア整備事業 

 駅周辺部への自転車駐車場の整備 

 民間自転車駐車場施設への助成 

 交番の設置促進 

 自主防犯ネットワーク活動への支援（行政提案型協働推進事業） 

 防災行政用無線戸別受信機整備事業 

 防災講座推進事業（行政提案型協働推進事業） 

 津波対策訓練事業 

 国民保護対策事業 

 防災行政用無線屋外拡声子局整備事業 

 防災資機材整備事業 

 地域防災無線整備事業 

 避難標識整備事業 
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 防災倉庫整備事業 

 危険ブロック改善への助成 

 木造住宅耐震改修促進事業 

 耐震改修促進計画事業 

 防火水槽設置事業 

 消火栓設置事業 

 消防ポンプ自動車等整備事業 

 消防救急無線の整備 

 住宅用防災（火災）警報器の給付、補助及び設置促進事業 

 災害時協力事業所登録制度の推進 

 救命講習会拡大事業 

 消費生活情報の充実 

 優良建築物整備事業 

 新湘南国道（Ⅱ期）の整備促進 

 さがみ縦貫道路の整備促進 

 藤沢大磯線の整備促進 

 国道１３４号の拡幅整備促進 

 東海岸寒川線街路整備事業 

 新国道線街路整備事業 

 中海岸寒川線の整備促進 

 茅ヶ崎停車場茅ヶ崎線(雄三通り）の整備促進 

 赤羽根甘沼線道路改良事業 

 香川甘沼線道路改良事業 

 下寺尾芹沢線道路改良事業 

 行谷芹沢線道路改良事業 

 北部地域道路整備事業 

 寺尾橋橋りょう整備事業 

 橋りょう耐震補強等整備事業 

 ＪＲ茅ヶ崎駅ホームの拡幅要請 

 下町屋ポンプ場整備事業 

 地震対策の推進 

 排水不良地区の解消事業 

 下水道施設の改築・修繕 

 下水道施設情報システム構築事業 

 生け垣奨励事業 

 市営住宅の整備(借上型市営住宅） 

 狭あい道路整備事業 

 鶴嶺参道（市道５６３４号線）整備事業 

 市道０２１７号線（旧遠藤茅ヶ崎線）歩道整備事業 
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 市道０１１０号線・６３４２号線等道路改良事業 

 市道７２６３号線道路整備事業 

 矢畑萩園線歩道設置事業 

 歩道段差改良事業 

 茅ヶ崎駅周辺整備事業 

 市道０１１０号線歩道設置事業 

 駒寄川整備事業 

 千ノ川整備事業（下水） 

 相模川の整備促進 

 小出川の改修整備促進 

 千ノ川整備事業（河川） 

 市民相談体制の整備 

 公共施設の長寿命化の推進 

 

 

（２）次世代の育成 （※本施策にかかる事業費 ９２５百万円） 

 

〈新規〉 

 特定不妊治療費助成事業 

 妊婦健康診査事業 

 子育て教室（行政提案型協働推進事業） 

 療育相談事業の充実 

 家庭児童相談室の充実 

 育児支援家庭訪問事業 

 こんにちは赤ちゃん訪問事業 

 小学校英語活動アドバイザー事業 

 学校給食調理場整備事業 

 茅ヶ崎市教育基本計画の策定（学校教育） 

 市費教員任用事業 

 特別支援教育巡回相談事業 

 通級指導教室の増設事業 

 特別支援学級の増設事業 

 茅ヶ崎市教育基本計画の策定（社会教育） 

〈継続・継続拡充〉 

 待機児童解消等のための民間保育園の整備拡充 

 次世代育成支援対策行動計画後期計画の策定 

 小児医療費助成事業の充実 

 放課後児童健全育成事業 

 小学校ふれあいプラザ事業 
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 冒険遊び場事業（行政提案型協働推進事業） 

 青少年広場の整備 

 野外研修施設の検討 

 子どもの安全を守る都市の推進 

 教育情報ネットワークの構築 

 地域教育力活用事業 

 外国人英語指導助手配置事業 

 学校教育用パーソナルコンピュータ配備事業 

 ふれあい補助員派遣事業 

 学校規模の適正化 

 小・中学校トイレ改修整備事業 

 子ども読書活動推進事業 

 

 

（３）産業の活性化と雇用の創出 （※本施策にかかる事業費 ９４百万円） 

 

〈新規〉 

 就労支援の充実 

 店舗活用型就労支援事業 

 障害者雇用啓発事業 

 耕作放棄地解消対策事業 

 水田保全対策事業 

 農業ポータルサイト事業（市民提案型協働推進事業） 

 商店街にぎわい創出事業 

 産業の活性化方法についての調査研究事務 

〈継続・継続拡充〉 

 中高年齢者就業支援事業 

 若年者就業支援事業 

 能力開発促進事業 

 地域職業相談事業 

 市街化・市街化調整区域の見直し 

 用途地域の見直し 

 漁港区域整備基本構想に基づく整備 

 赤羽根土地改良事業 

 農とみどりの整備事業 

 農業経営基盤強化促進事業 

 海岸利便施設の設置 

 中小企業振興対策事業（商業） 

 創業者支援推進事業（商業） 
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 産学公・異業種間交流支援事業（商業） 

 創業者支援推進事業（工業） 

 中小企業振興対策事業（工業） 

 中小企業特許取得支援事業 

 産学公・異業種間交流支援事業（工業） 

 企業等の誘致・立地支援事業 

 

 

（４）健康づくりの推進 （※本施策にかかる事業費 ５７６百万円） 

 

〈新規〉 

 食事バランスガイドの活用 

 食のボランティアの育成 

 食育の推進 

 がん検診の充実 

 スポーツ振興基本計画の策定 

 高齢者の生きがいづくり事業（市民提案型協働推進事業） 

〈継続・継続拡充〉 

 地域医療センター整備の検討 

 市立病院による市民公開講座（出張講座）の開催 

 市立病院の医療機器の充実 

 総合型地域スポーツクラブの育成 

 （仮称）柳島スポーツ公園整備事業 

 （仮称）南湖地区老人憩の家建設事業 

 高齢者の生きがいづくり事業（行政提案型協働推進事業） 

 地域支援事業 

 

 

（５）環境に配慮したまちづくりの推進 （※本施策にかかる事業費 ６，６１７百万円） 

 

〈新規〉 

 地球温暖化対策事業（地球温暖化対策地域推進計画の推進） 

 電気自動車の導入 

 環境基本計画の見直し 

 自然エネルギー等普及啓発事業 

 学校版環境マネジメントシステム（ＥＭＳ） 

 市内小学校の食品廃棄物を再生処理し、食資源循環の構築に向けた取り組み 

（市民提案型協働推進事業） 

 ちがさき自転車プラン推進事業（サイクルアンドバスライド） 
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 ちがさき自転車プラン推進事業（レンタサイクル） 

 ちがさき自転車プラン推進事業（自転車走行環境調査） 

 （仮称）茅ヶ崎市屋外広告物条例の制定 

 （仮称）茅ヶ崎市公共サインガイドラインの策定 

 特別景観まちづくり地区の指定（茅ヶ崎漁港周辺地区） 

 特別景観まちづくり地区の指定（浜見平地区） 

 特別景観まちづくり地区の景観形成事業 

 歴史的建造物等の保全・活性化に関する事業（市民提案型協働推進事業） 

 景観重要樹木の指定 

 清水谷・市民の森の法制度活用による保全事業 

 グリーンバンク制度による民有地緑化推進事業 

 記念樹配布事業 

〈継続・継続拡充〉 

 太陽光発電等設置補助事業 

 合併処理浄化槽の設置 

 焼却灰等有効利用事業 

 じんかい収集車の整備拡充 

 リサイクルセンターの建設 

 ちがさき自転車プラン推進事業 

 コミュニティバス運行事業 

 ＪＲ東海道本線の貨物線旅客線化の促進 

 ＪＲ相模線の複線化の整備促進 

 ＪＲ相模線の各私鉄との相互乗り入れ要請 

 （仮称）西久保駅の設置要請 

 茅ヶ崎市乗合交通整備計画推進事業（ノンステップバスの導入促進） 

 公共下水道整備事業 

 合流改善事業 

 相模川流域下水道促進事業 

 下水道整備計画の策定 

 ポケットパークの整備事業 

 県立茅ヶ崎里山公園整備の促進 

 近隣公園・街区公園の整備事業  

 市民の森再整備事業 

 海岸侵食防止対策 

 海岸侵食防止対策事業 

 茅ヶ崎海岸グランドプラン推進事業 

 水辺環境の基本計画の策定（駒寄川） 

 市民緑地の整備 

 緑のまちづくり基金の充実 
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 ちがさき丸ごとふるさと発見博物館事業 

 

 

（６）その他重点事業 

 

地区拠点の整備 （※本事業にかかる事業費 ９９６百万円） 

 

〈継続・継続拡充〉 

 浜見平地区拠点整備事業 

 香川駅周辺の整備 

 辻堂駅西口周辺整備事業 

 

 

公共施設整備・再編計画の事業 （※本施策にかかる事業費 ６，７３１百万円） 

 

〈新規〉 

 茅ヶ崎市屋内温水プール整備事業 

 福祉会館再整備事業 

 待機児童解消等のための公立保育園の整備拡充 

 消防訓練施設整備事業 

 市営住宅の整備（市営住宅建替） 

 市営浜須賀プール施設改修事業 

 海岸青少年会館再整備事業 

 （仮称）緑が浜第二小学校校舎棟建設事業 

 大規模改修整備事業 

 文化資料館移転・整備事業 

 茅ヶ崎市民文化会館再整備事業 

 公共施設等再編整備基金の充実 

〈継続・継続拡充〉 

 保健福祉センターの整備 

 子育て支援総合的・中核的拠点施設整備の検討 

 コミュニティ施設の整備 

 行政拠点地区再整備 

 公共施設整備・再編計画の推進 
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（付属資料）

「ちがさき・さわやかプラン茅ヶ崎市新総合計画後期基本計画

第５次実施計画（案）」についての

パブリックコメント実施結果

－ご協力ありがとうございました。－

１ 募集期間 平成２０年 ９月２５日（木）～ 平成２０年１０月２４日（金）

２ 意見の件数 １２１件

３ 意見提出者数 ２３人

４ 内容別の意見件数

※ 項 目 件 数 ※ 項 目 件 数

１ 実施計画策定の趣旨 １件 ８ ２－３ 自然との共生によるまちづくり １５件

２ 実施計画の位置づけ ０件 ３－１ はつらつとした青少年の育成 ６件

３ 実施計画の期間 １件 ３－２ 生涯学習と市民文化の創造 ６件

４ 第５次実施計画策定の基本的姿勢 ２件 ３－３ 集いと交流のあるまちづくり １件
５ 第５次実施計画における重点施策 ０件 ４－１ 湘南の特性を活かした農漁業 ５件

・観光の振興

６ 実施計画と公共施設整備・再編計画の関係 ０件 ４－２ 活力と魅力ある商工業の振興 １件

７ 財政推計 ６件 計画の推進に向けて １０件

８ １－１ 健康な人づくり・体力づくり ９件 ９ ５つの重点施策別事業及びその他重点施策 １件

１－２ 心がふれあう福祉社会づくり ３件 10 第５次実施計画策定の今後のスケジュール ０件

１－３ 清潔で安全を守るまちづくり １０件 その他のご意見 １６件

２－１ 利便性の高い都市基盤づくり １７件
合 計 １２１件

２－２ 居住性の高い生活環境づくり １１件

※「ちがさき・さわやかプラン茅ヶ崎市新総合計画後期基本計画
第５次実施計画（案）」の項目番号

・・・・＝ 一部修正を加えた項目

市民の皆さまからいただいたご意見および市の考え方についての詳細は、企画調整課、
市政情報コーナーまたは市のホームページ（http://www.city.chigasaki.kanagawa.jp）
の「市民参加・市民活動」をご覧ください。
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（付属資料）一部修正を加えた項目の修正箇所 

■一部修正を加えた項目の修正箇所 
 
 

修正後 修正前 
（別表１） 
財政収支の見通し（一般会計） 
平成２２年度の市税の部分 
  ３５，６１１百万円 
平成２２年度の歳入合計の部分 
  ５７，６３３百万円 

（別表１） 
財政収支の見通し（一般会計） 
平成２２年度の市税の部分 
  ３６，９８７百万円 
平成２２年度の歳入合計の部分 
  ５９，０００百万円 

 
 

修正後 修正前 
■地球温暖化対策事業 
（地球温暖化対策地域推進計画の推進）

■地球温暖化対策事業 

 
 

修正後 修正前 
■避難標識整備事業 
 災害発生時に誰もが速やかに指定した

場所や施設に避難できるよう周知を図る

ため、各種避難標識を整備します。 
省略 

■避難標識整備事業 
津波注意標識、広域避難場所標識等の

増設及び更新 

 
 

修正後 修正前 
■県立茅ヶ崎里山公園整備の促進 
 県立茅ヶ崎里山公園は、北部地区の自

然環境を生かしたスポーツ・レクリエー

ション、自然体験・イベント等に利用で

きる広域公園として整備が行われていま

す。今後の施設整備、管理運営や利用の

あり方等については、市民、関係団体、

行政等で構成される茅ヶ崎里山公園協議

会で協議され、進められています。引き

続き全面開園に向けた整備の促進を要望

■県立茅ヶ崎里山公園整備の促進 
県に対して早期整備促進に向けた要望

141



（付属資料）一部修正を加えた項目の修正箇所 

していきます。 
また、公園整備の方向性についても、

市民の方々や公園利用者にしっかりとし

た情報提供がされるよう、要望していき

ます。 
 
 

修正後 修正前 
■海岸侵食防止対策 
 侵食の進んだ海岸に砂浜を回復させる

ための事業を実施し、豊かな海岸線を再

生するよう、引き続き、国、県に要望し

ます。 
 事業の推進にあたりましては、市民の

皆さま等からのご意見をいただきなが

ら、引き続き、これ以上の構造物に頼る

ことの無いよう、また、使用する土砂に

つきましては環境面からのモニタリング

を行いながら事業を推進するよう要望し

てまいります。 
（関連事業：海岸侵食防止対策事業） 

■海岸侵食防止対策 
国、県に対し侵食の進んだ海岸に砂浜

を回復させるための事業の促進を要望 
 

■海岸侵食防止対策事業 
 漁港西側に堆積する砂を市の事業によ

り掘削集積し、県と連携し侵食の著しい

中海岸へ運搬し、養浜を行います。 
（関連事業：海岸侵食防止対策、漁港航

路浚渫事業） 

■海岸侵食防止対策事業 
 漁港西側に堆積する砂を中海岸へ移動

し養浜を実施 
 
 
 

■漁港航路浚渫事業 
省略 
（関連事業：海岸侵食防止対策事業） 

■漁港航路浚渫事業 
省略 
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（付属資料）一部修正を加えた項目の修正箇所 

修正後 修正前 
■海岸侵食防止対策 
 侵食の進んだ海岸に砂浜を回復させる

ための事業を実施し、豊かな海岸線を再

生するよう、引き続き、国、県に要望し

ます。 
 事業の推進にあたりましては、市民の

皆さま等からのご意見をいただきなが

ら、引き続き、これ以上の構造物に頼る

ことの無いよう、また、使用する土砂に

つきましては環境面からのモニタリング

を行いながら事業を推進するよう要望し

てまいります。 
（関連事業：海岸侵食防止対策事業） 

■海岸侵食防止対策 
国、県に対し侵食の進んだ海岸に砂浜

を回復させるための事業の促進を要望 
 

 
 

修正後 修正前 
■相模川の整備促進 
・・・の無堤箇所・弱小堤箇所について、

自然環境に配慮した築堤整備を行うこと

で、・・・ 

■相模川の整備促進 
無堤箇所、弱小堤箇所について、早期整

備のための要望活動の実施 

 
 

修正後 修正前 
■小出川の改修整備促進 
・・・自然環境に配慮した多自然型工法

による整備の早期実現、及び浸水被害の

軽減を・・・ 

■小出川の改修整備促進 
早期整備のための県への要望活動の実施

 
 

修正後 修正前 
■茅ヶ崎市教育基本計画の策定（社会教

育） 
 省略 

■茅ヶ崎市教育基本計画の策定 
 
 省略 
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（付属資料）一部修正を加えた項目の修正箇所 

修正後 修正前 
■福祉会館再整備事業 
省略 
（関連事業：海岸青少年会館再整備事業）

■海岸青少年会館再整備事業 
省略 
（関連事業：福祉会館再整備事業） 

■福祉会館再整備事業 
省略 
記述なし 
■海岸青少年会館再整備事業 
省略 
記述なし 

※その他特に結びつきが強い事業につい

て上記と同様の記述を追加 
 
 

 
 

修正後 修正前 
■学校版環境マネジメントシステム（Ｅ

ＭＳ） 
 省略 

該当事業なし 
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茅ヶ崎市新総合計画後期基本計画
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